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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。

●
固
定
資
産
税　

…
第
３
期

●
国
保
税
・
介
護
保
険
料
・

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

　
　
　
　
　
　
　

…
第
3
期

9月の納税9月の納税

P.２� まちのできごと�

P.４� いごっそうアクアスロン大会

P.５� 新・旧ALTからのメッセージ

P.６� 健康カレンダー

P.８� くろしお子どもニュース

P.12� 備えて安心

P.14� 教育委員会だより

P.17   役場からのお知らせ

P.21   IWKTV番組表

P.22   まちの掲示板

P.26� くろしおっ子を紹介します！

主な内容

8月15日、入野の浜で行われた「シーサイドギャラリー2012夏」。町民も観光客も一緒に踊って楽しめる盆踊

りと、砂浜から上がる花火は、このお祭りの名物です。【関連記事2ページ】

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,774人　前月比（108人増）
　　　　　　　　
●世帯数　5,811世帯
●15歳未満の年少人口　1,190人（比率9.32％）

●65歳以上の老齢人口　4,559人（比率35.69％）

●人口のうごき

2012（平成24）年7月31日現在

※７月９日の法改正により、７月から外国人住民を含む人口となっています。

2012（平成24）年7月31日現在

増加 143人 出生5人　　　転入21人　　職権117人
【男4人　女1人】 【男1人】【男7人　女14人】 【男76人　女41人】

減少 35人　死亡15人　    転出20人　　　職権1人
【男9人　女6人】 【男8人　女12人】

【男6,047人  女6,727人】

【男622人  女568人】

【男1,819人  女2,740人】

歌って踊ってバンバンバン♪
歌って踊ってバンバンバン♪
歌って踊ってバンバンバン♪

1

2 「役場への提案」を募集します。

皆さんの声をお寄せください。（13ページ）

9月号9月号



滷広報くろしお  №78　2012（平成24）年9月号

　
今
年
も
８
月

１５
日
に
入
野
の
浜
で
「
シ

ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
２
０
１
２
夏
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た

お
天
気
も
何
と
か
回
復
し
、
多
く
の
お

客
さ
ん
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
夕
方
６
時
か
ら
行
わ
れ
た
「
砂
浜
ヨ

ガ
」
に
は
、
約

２０
人
が
参
加
。
波
の
音

を
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
、
身
体
の
声
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
手
足
を
動
か
し
、

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。
最
後
は
、

砂
浜
に
寝
そ
べ
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
呼
吸
。

再
び
目
を
開
け
て
見
上
げ
た
空
の
美
し

さ
は
、
思
わ
ず
た
め
息
が
出
る
ほ
ど
で

し
た
。

　
続
い
て
、
午
後
７
時
か
ら
は
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
教
室
「
ル
ア
ナ
と
楽
し
い
仲
間

た
ち
」
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ゆ
っ
た
り

と
し
た
フ
ラ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
笑

顔
で
踊
る
姿
が
、
次
第
に
暮
れ
て
い
く

夕
闇
に
溶
け
て
行
き
ま
す
。

　
す
っ
か
り
暗
く
な
っ
た
午
後
７
時

３０

分
か
ら
は
「
盆
踊
り
大
会
」
。
大
方
音

頭
、
新
佐
賀
音
頭
、
鹿
島
一
声
浮
立
、

東
京
ば
や
し
、
ば
ん
ば
踊
り
の
５
曲
を

踊
り
ま
す
。
今
年
は
団
体
で
の
参
加
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、
飛
び
入
り
参
加

の
お
客
さ
ん
で
踊
り
の
円
は
何
重
に
も

増
え
、
最
後
の
鹿
島
一
声
浮
立
で
は
、

砂
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、
飛
ん
だ

り
跳
ね
た
り
踊
り
ま
わ
っ
て
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
砂
浜
か
ら
頭

上
に
打
ち
あ
が
る
迫
力
の
花
火
５
０
０

発
。
大
き
な
花
火
が
夜
空
を
彩
る
た
び

に
、
お
客
さ
ん
か
ら
は
「
お
お
ー
！
」

と
い
う
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
も
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
地
元
企

業
の
協
力
に
よ
り
、
盛
大
に
お
祭
り
を

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
来
年
も
お
楽
し
み
に
。

ビ
ー
チ
で
夏
の
お
祭
り
を
満
喫
！

「
シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
夏
」

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

か

し
ま

い
っ
せ
い

ぶ
り
ゅ
う

波の音を聞きながら体を動かす砂浜ヨガ。講師は町内在
住の山元彩乃さんです。

幡多各地の教室の仲間が集まりました。色とりど
りのパウスカートで浜が南国ムードに染まります。

踊り子全員に「シーサイドギャラリー２０１２夏」と書
かれた手ぬぐいがプレゼントされました。

シ
ー
サ
イ
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
口
メ
モ

そ
の
①
「
わ
け
あ
り
ダ
ン
サ
ー
ズ
」

　
毎
年
、盆
踊
り
に
登
場
す
る
着
ぐ
る

み
軍
団
「
わ
け
あ
り
ダ
ン
サ
ー
ズ
」
。
去

年
は
龍
馬
博
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
し
た

が
、今
年
は
「
ゆ
う
ど
う
く
ん
」
や
「
つ

な
み
マ
ン
」
ら
、県
の
防
災
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
５
体
。
子
ど
も
と
一
緒
に
記
念
写
真

を
撮
っ
た
り
、手
ぬ
ぐ
い
を
巻
い
て
踊
っ

た
り
、暑
い
夏
の
夜

に
大
汗
か
き
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
る
の

で
し
た
。

そ
の
②
「
鹿
島
一
声
浮
立
」

　
毎
年
盆
踊
り
で
最
も
盛
り
上
が
る

曲
が「
鹿
島
一
声
浮
立
」で
す
。こ
の「
鹿

島
」
は
、黒
潮
町
佐
賀
の
鹿
島
…
で
は

な
く
、佐
賀
県
鹿
島
市
の
こ
と
。
民
謡

の
全
国
大
会
で
披
露
さ
れ
、黒
潮
町
の

盆
踊
り
で
も
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　
鹿
島
市
で
は
、毎
年
８
月
上
旬
に「
鹿

島
お
ど
り
」
と
い
う
約
２
万
人
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、そ
ろ
い
の
浴

衣
や
法
被
の
踊
り
子
が
歩
行
者
天
国

と
な
っ
た
街
中
で
踊
り
ま
す
。
本
場
の

鹿
島
一
声
浮
立
は
、飛
ん
だ
り
跳
ね
た

り
し
な
い
そ
う
で
す
よ
！
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
第

４０
回
「
黒
潮
町
泊
ま
り
合
い
人
権

教
育
研
修
会
」
が
、
７
月

２８
日
・

２９
日

に
宿
毛
市
・
国
民
宿
舎
椰
子
で
行
わ
れ
、

３３
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
こ
の
宿
泊
研
修

は
、
黒
潮
町
に
在

住
・
勤
務
し
て
い

る
方
が
一
堂
に
集

い
、人
権
に
対
す

る
共
通
認
識
を
深

め
、差
別
の
な
い

町
を
つ
く
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　
昭
和

４８
年
８
月
、

高
知
県
で
初
め
て

の
「
婦
人
泊
ま
り
合
い
同
和
教
育
研
修

会
」
が
旧
大
方
町
で
始
ま
り
、
翌
年
に

は
旧
佐
賀
町
で
も
開
始
。
先
駆
的
な
取

り
組
み
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
県

内
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。
昨
年
度
か

ら
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

め
ざ
し
、
男
性
も
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
講
演
や
体
験
発
表
の
あ
と
、
少
人
数

の
班
に
分
か
れ
て
、
同
和
問
題
と
の
出

会
い
や
、
差
別
の
現
実
に
つ
い
て
本
音

で
語
り
合
い
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
自
分

の
た
め
に
な
る
。
次
回
も
参
加
し
た
い
」

と
い
う
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

（
人
権
啓
発
係
）

　
７
月

２４
日
〜

２６
日
に
、
土
佐
西
南
大

規
模
公
園
大
方
地
区
に
て
、
ミ
ズ
ノ
株

式
会
社
主
催
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た

サ
ッ
カ
ー
大
会
「
ミ
ズ
ノ
グ
ロ
ー
イ
ン

グ
ア
ッ
プ
リ
ー
グ
Ｉ
Ｎ
黒
潮
２
０
１
２
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
山
口
県

で
行
わ
れ
、
今
年
は
県
サ
ッ
カ
ー
協
会

か
ら
紹
介
を
受
け
て
黒
潮
町
で
行
わ
れ

た
も
の
で
す
。
ミ
ズ
ノ
カ
ッ
プ
事
務
局

の
伊
藤
誠
さ
ん
は
、「
地
方
な
ら
で
は

の
自
然
を
高
校
生
に
も
味
わ
っ
て
も
ら

い
た
い
。
遠
く
か
ら
参
加
し
た
学
校
に

も
高
評
価
で
す
。
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
参
加
チ
ー
ム
は
以
下
の
８
校
で
す
。

　
都
城
工
業
高
校（
宮
崎
）・
中
津
東
高

校（
大
分
）・
慶
進
高
校（
山
口
）・
広
島
国

際
学
院
高
校（
広
島
）・
岡
山
龍
谷
高
校

（
岡
山
）・
東
岡
山
工
業
高
校（
岡
山
）・
三

好
高
校（
愛
知
）・
高
知
中
央
高
校（
高
知
）

　
今
大
会
の
優
勝
チ
ー
ム
に
は
、
８
月

１４
日
か
ら
熊
本
県
で
開
催
さ
れ
た
「
ミ

ズ
ノ
カ
ッ
プ 

Ｕ
―
１
８ 

Ｉ
Ｎ 

熊
本
 

２
０
１
２
」
の
出
場
権
が
得
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
大
会
期
間
中
は
真
夏
の
暑

さ
に
も
負
け
な
い
ア
ツ
い
戦
い
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
は
、
三

好
高
校
が
都
城
工
業
高
校
を
３
対
０
で

下
し
て
見
事
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

（
運
営
協
力
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
）

　
入
野
の
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ａ
ｍ
ｉ
」

内
に
、
６
月

２１
日
、「
ワ
ー
ク
ギ
ャ
ラ

リ
ー
芸
農
人
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
芸
農
人
（
旧
名
称
・

自
立
を
支
援
す
る
親
た
ち
の
会
）
は
、

約
１０
年
前
か
ら
自
宅
で
過
ご
す
こ
と
の

多
い
青
少
年
の
学
習
・
就
労
支
援
な
ど

を
実
施
。
芸
農
人
で
は
、
８
月
現
在
、

幡
多
地
域
の
若
者

１２
人
が
手
工
芸
品
作

り
や
木
工
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
や
お
菓
子

作
り
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
絵
画
、
写
真
、

木
工
家
具
、
手
工
芸
品
な
ど
の
展
示
や

販
売
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
教
室
、
心
理

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
研
修
会
を
実
施
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
毎
週
水
〜
土
曜
日
、

午
前

１０
時
〜
午
後
３
時
ま
で
開
館
。
入

場
は
無
料
で
す
。（
体
験
教
室
は
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

　
移
住
者
や
、
在
宅
介
護
を
し
て
い
る

方
た
ち
の
情
報
交
換
の
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
芸
農
人（
矢
野
）

　
蕁
０
９
０
―
４
９
７
１
―
７
３
３
９

泊
ま
り
合
い
人
権
教
育
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

私
た
ち
の
町
に

ワ
ー
ク
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
で
き
ま
し
た

ミ
ズ
ノ
㈱
主
催
サ
ッ
カ
ー
大
会
に

全
国
の
高
校
生
が
参
加

高知中央高校（手前）と三好高校
の準決勝戦。3日間で全20試合が
行われました。

8月に行われた「第2回砂浜・笑顔写真コンテ
スト入賞作品展」。

ア
　
　
ミ

げ
い
の
う
じ
ん
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第
19
回
い
ご
っ
そ
う

　
　
　
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
開
催

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　
７
月

２９
日
、
佐
賀
港
に
あ
る
横
浜
海

岸
を
主
会
場
に
「
第

１９
回
い
ご
っ
そ
う

ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
太
陽
が
照
り
つ
け
る
真
夏
の

天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
１
都
１
府

１２

県
か
ら
、
過
去
最
多
と
な
る
２
２
９
人

の
ア
ス
リ
ー
ト
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
開
会
式
で
は
、

漁
師
町
で
古
く
か

ら
漁
船
の
安
全
と

大
漁
を
祈
願
す
る

「
舟
歌
」
が
謡
わ
れ
、
レ
ー
ス
の
安
全

と
大
会
の
成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
気
温

３０
度
と
い
う
猛
暑
の
中
、
観
客

や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
一
生
懸
命
泳
ぎ
抜
き
マ
ラ
ソ
ン
に

向
か
う
ジ
ュ
ニ
ア
の
子
ど
も
た
ち
、
鍛

え
抜
か
れ
た
体
で
１
・
５
㎞
の
ス
イ
ム

と
１０
㎞
も
の
過
酷
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

に
挑
む
一
般
選
手
の
方
々
。
み
ん
な
ゴ

ー
ル
後
は
本
当
に
達
成
感
に
満
ち
た
表

情
を
し
て
い
ま
し
た
。

 

　
競
技
以
外
で
の
お
楽
し
み
も
準
備

さ
れ
て
い
る
こ
の
大
会
は
、
前
日
の
カ

ツ
オ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
選
手
や
関
係
者
約

１
０
０
人
も
の
参
加
が
あ
り
、
毎
年
参

加
し
て
い
る
選
手
の
方
や
初
め
て
来
ら

れ
た
方
々
、
ア
ス
リ
ー
ト
同
士
で
の
新

し
い
交
流
が
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

【
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
】

▼
男
子
　
①
田
村
空
壱
　
②
北
川
文
太

　
③
山
闢
祐
弥

▼
女
子
　
①
新
谷
晏
菜
　
②
宮
地
陽
菜

　
③
山
本
玲
奈

【
中
学
生
の
部
】

▼
男
子
　
①
高
橋
成
樹
　
②
山
闢
　
響

　
③
廣
光
諒
輔

▼
女
子
　
①
松
岡
杏
実
　
②
山
崎
　
凛

　
③
原
　
菜
穂

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
】

▼
男
子
　
①
堀
川
大
貴
　
②
堀
川
　
奨

　
③
泉
　
千
尋

▼
女
子
　
①
大
西
暁
子
　
②
萩
森
須
賀

【
一
般
の
部
・
初
カ
ツ
オ
】

▼
男
子
　
①
前
田
隼
矢
　
②
田
中
祐
馬

　
③
井
上
大
介

▼
女
子
　
①
藤
崎
麻
理
香
　
②
竹
安
菜

緒
　
③
池
田
悟
子

【
一
般
の
部
・
こ
ぎ
カ
ツ
オ
】

▼
男
子
　
①
西
川
浩
司
　
②
刈
谷
博
幸

　
③
三
島
康
生

▼
女
子
　
①
植
村
多
美
　
②
宇
都
宮
千

容
　
③
佐
久
間
宏
美

【
一
般
の
部
・
戻
り
カ
ツ
オ
】

▼
男
子
　
①
武
田
元
介
　
②
朝
倉
壽
信

　
③
河
井
　
凡

▼
女
子
　
①
山
本
清
美
　
②
林
　
優
子

　
③
堀
川
美
香

【
団
体
リ
レ
ー
の
部
】

　
①
堀
川
・
植
村
　
②
さ
く
ら
Ａ
Ｃ

　
③
見
付
保
育
園

【
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
部
】

　
①
市
川
謙
二
　
②
地
引
光
二

　
③
筒
井
洋
二
　
④
竹
崎  

弘

　
⑤
有
澤
記
朗
　
⑥
鍋
島
隆
一

ふ
な
う
た 鉄人へのステージに誘う！！鉄人へのステージに誘う！！鉄人へのステージに誘う！！

黒潮の夏！！黒潮の夏！！黒潮の夏！！

第
１９
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ

ン
大
会
に
つ
い
て
（
お
礼
）

　
７
月

２９
日
に
過
去
最
多
と
な
る

２
２
９
人
の
参
加
者
を
お
迎
え
し
て
、

第
１９
回
い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ

ン
大
会
を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
大
会
当
日
は
、
日
差
し
も
強
く

真
夏
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
故

も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
も
、
暑
い
中
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。

　
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
紙
面
を
お
借

り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

い
ご
っ
そ
う
ア
ク
ア
ス
ロ
ン
大
会
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
　
岸
本
四
郎
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ALTが変わりましたALTが変わりました 新・旧ALTからの
メッセージ

HELLO!
HELLO!
HELLO!
HELLO!

　8月に黒潮町へ新しいALT（外国語指導助手・Assistant Language Teacher）がやっ
てきました。これまで子どもたちに楽しく英語を教えてくれたAmy（エイミー）とSonia（ソ
ニア）は7月いっぱいで任期を終え、Amyはカナダへ、Soniaはニュージーランドへ帰ること
になりました。新しい先生は、カナダ出身のMatthew（マスュー）と、ニュージーランド出身
のLaura（ローラ）です。4人から届いたメッセージをご紹介します。Matthew、Laura、
Amyは日本語で書いてくれましたよ☆

Laura

みなさん、こんにちは！わたしはLaura Suzuki（ローラ・スズキ）

です。あたらしいALTです。佐賀のがっこうにはいっていきます。ニュー

ジーランドのウェリントンから8月8日にくろしおちょうにきました。日本語

はすこしできます。しゅみはりょうりですが、日本のとうげいにもきょうみ

があります。おせわになります。どうぞよろしくおねがいします。

　ソニア・ヒーガンです。日本

で2年間過ごして、今、私は

NZ（ニュージーランド）に戻りま

す。この機会を通して、すばらし

い生徒たちに教えることができ

たし、親切な先生たちや仕事

場の人たちに出会うことができま

した。美しい田舎に住んで、亀の赤ちゃんを見たり、サ

ーフィンをしたりサイクリングを楽しむこともできました。

　日本語は十分に勉強できなかったけれど、私が日

本で学んだことは、私が日本で教えたことよりもいっぱ

いです。文化の違いはあっても、私たちは人間としてと

てもよく似ていると分かりました。

　私は、生徒のみんなと楽しい時間がたくさん持て

ました。これからも生徒たちが新しい

ALTと英語を楽しみ、挑戦し続け

ることを望んでいます。

　黒潮町と日本はいつも私の心の中

にあります。また必ずいつか戻ってきて、

皆さんにお会いしたいです。本当にど

うもありがとうございました。

Matthew

みなさん、こんにちは！私はMatthew Thomas McLean（マスュ

ー・トーマス・マクレーン）です。新しいALTです。カナダのバンクーバ

のちかくから8月8日に黒潮に来ました。カナダで日本語を勉強しましたか

ら、日本語はすこしできます。おこのみやきとイタリアの食べ物が好きです。

私は大方の学校の方に入っていきます。どうぞよろしくおねがいします。

Sonia

　エイミー・ヨシマル

です。

　黒潮町のカツオ

のタタキは県内で一

番おいしいと思います。

　生徒たちとの休み

時間の遊びが楽し

かったです。日本風のカクレンボやオニゴッ

コなど教えてくれてありがとう！

　いろいろなお祭りに参加してうれしかった

です。お祭りのにおい、色、音などはすばら

しい！日本のお祭りをなつかしく思うでしょう。

　一番の思い出は、はじめて小亀を見た時

です。海亀は好きな動物なので、入野の

浜に見えるのはすごくうれし

かったです！

　みなさん、3年間ありが

とうございました。

Amy

（※英語の原文を訳して掲載しています）

THANK YOU!
THANK YOU!
THANK YOU!
THANK YOU!2012年2月 伊与喜小学校にて
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大方地域
9月 内　　　容 実施場所 実施時間

大方橘川集会所 9：30～10：30大方橘川健康相談19日（水）

※08：00～09：00
胃　が　ん　検　診

土佐西南大規模公園体育館肺　が　ん　検　診20日（木）
※09：00～10：00特 　 定 　 健 　 診

御坊畑集会所 9：30～12：00御坊畑ふれあいサロン26日（水）

10月 内　　　容 実施場所 実施時間
奥湊川老人憩の家 10：00～11：00奥 湊 川 健 康 相 談1日（月）

田野浦集会所
※09：00～10：00

特 　 定 　 健 　 診4日（木）
※13：30～14：30

小川集落センター 10：00～12：00小川ふれあいサロン5日（金）
米原集会所 9：00～09：05
灘集会所 9：30～09：50
伊田郷集会所 10：05～10：20
伊田浦老人憩の家 10：35～11：00大 腸 が ん 検 診

容 器 配 布 有井川集会所 11：20～11：40
9日（火）

蜷川健康支援センター 13：30～14：00
上川口消防屯所前 14：30～14：50
入野本村集会所 10：00～12：00入野本村ふれあいサロン
浮津集落センター 9：30～12：00浮津ふれあいサロン11日（木）
米原集会所

9：00まで

灘集会所
伊田郷集会所
伊田浦老人憩の家

大 腸 が ん 検 診
容 器 回 収12日（金）

有井川集会所
蜷川健康支援センター
上川口消防屯所前
鞭集会所 9：30～12：00鞭ふれあいサロン
子育て支援センター

（大方中央保育所内）
10：00～11：00愛 　 育 　 相 　 談15日（月）

注）表中の※印は、受付時間となります。

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

９
月
中
旬
か
ら
１０
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係 

　
　
　
　  

蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

※08：00～09：00
胃　が　ん　検　診

土佐西南大規模公園体育館肺　が　ん　検　診21日（金）
※09：00～10：00特 　 定 　 健 　 診

佐賀地域
9月 内　　　容 実施場所 実施時間

佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談24日（月）
鈴漁民センター 10：00～13：00鈴ふれあいサロン26日（水）

10月 内　　　容 実施場所 実施時間

総合センター
※13：00～13：30３　歳　児　健　診

3日（水）
※13：30～14：00乳 　 児 　 健 　 診

総合センター 10：00～15：00佐賀ふれあいサロン9日（火）
町内 個別に案内します。胸部検診（未受診者対象）15日（月）

注）表中の※印は、受付時間となります。
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当直医療機関一覧表
月 日 四 万 十 市 宿　毛　市

9月

10月

16日（第3日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 澤田医院 蕁0880－63－2304

17日（敬老の日） 幡多病院 蕁34－6211 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

22日（秋分の日） さたけ小児科 蕁37－2255 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

23日（第4日曜日） 木俵病院 蕁34－1211 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

30日（第5日曜日） 大野内科 蕁37－5281 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

07日（第1日曜日） 四万十市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

08日（体育の日） 山下整形外科 蕁34－0511 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

14日（第2日曜日） 竹本病院 蕁35－4151 大井田病院 蕁0880－63－2101

※当直医は、変更になる場合がありますので、確認してから受診してください。

献血バスがやってきます！ 今月は、黒潮町に献血バスがやってきます。
気軽にできるボランティアとして、献血にぜひご協力ください。

日　　時 時　　間 実 施 場 所

9月19日（水）

【お問い合わせ】佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55－7373（直通）

12：00～16：30 サンシャインポピー駐車場

9月20日（木）
09：30～12：30 総合センター（佐賀支所前）

14：15～16：00 明神水産（株）駐車場

9月21日（金） 09：30～12：30 保健福祉センター（本庁前）

拳
ノ
川
診
療
所
　
蕁
５
５
―
７
１
１
１

　
拳
ノ
川
診
療
所
は
地
域
の
診
療
所

と
し
て
、皆
さ
ん
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

①
内
科
中
心
で
特
定
の
科
に
偏
り
過

ぎ
な
い
全
人
的
医
療
を
目
指
し
ま
す
。

②
必
要
に
応
じ
て
各
専
門
機
関
へ
の

橋
渡
し
の
役
割
を
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

③
通
院
困
難
な
方
に
は
、訪
問
診
療
も

し
て
い
ま
す
。一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、同
じ
建
物
内
に
保
健
セ
ン
タ

ー
が
あ
り
、保
健
師
が
２
名
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
の
健
康

相
談
な
ど
も
受
け
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ハ
チ
に
ご
注
意
！

　
８
月
か
ら

１０
月
は
ス
ズ
メ
バ
チ
の
活

動
性
が
高
く
な
る
時
期
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
と
、
刺
さ
れ

た
部
分
の
腫
れ
や
痛
み
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
以
上
に
気
を
つ
け
な
い
と
い
け
な

い
の
が
、「
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ

ッ
ク
」
と
い
う
病
態
で
す
。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状（
過
敏
症
状
）の
一
種

で
す
。
ハ
チ
の
毒
に
対
す
る
過
敏
性
の

あ
る
人
が
ハ
チ
に
刺
さ
れ
て
し
ま
う
と
、

体
の
反
応
が
過
剰
に
強
く
出
て
し
ま
い
、

全
身
の
症
状
と
し
て
血
圧
が
急
激
に
低

下
し
た
り
、
気
道
粘
膜
の
腫
れ
を
起
こ

し
て
呼
吸
困
難
に
陥
っ
た
り
し
て
、
最

悪
の
場
合
、
命
を
落
と
す
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
、
ハ
チ
毒
に
よ
る
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
す
。
平
成

２２
年
度
人
口
動
態
調
査
で
は
、
ハ
チ
刺

さ
れ
の
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
り
、
全
国
で

２０

人
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
山
林
で
お
仕
事
を
さ
れ
る
方
な
ど
、

ハ
チ
に
刺
さ
れ
る
危
険
性
の
高
い
方
は

十
分
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
症
状
緩

和
の
た
め
の
ペ
ン
型
注
射
器
が
あ
り
、当

診
療
所
で
も
取
り
扱
い
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
注
射
器
を
常
時
携
帯
し
、
ハ
チ
に
刺

さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
注
射
す
れ
ば
、症
状
を

和
ら
げ
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
必

要
な
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
　
国
保
拳
ノ
川
診
療
所

　
　
　
所
長（
医
師
）　
尾
闢
　
友
昭

献血キャラクター

ちゃん
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くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内小中学生が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

子どもニュース

新
校
舎
、
最
高

　
私
は
今
新
校
舎

に
い
ま
す
が
、
旧

校
舎
の
こ
と
を
思

い
出
す
時
が
あ
り

ま
す
。

　
旧
校
舎
の
時
は
、

雨
の
日
の
休
み
時
間

に
ト
ラ
ン
プ
を
し

て
い
て
も
床
が
ざ

ら
ざ
ら
し
て
、
や

り
に
く
い
と
き
が
あ
り
ま
し
た
。
い
っ
し
ょ
う

け
ん
め
い
掃
除
は
し
て
い
た
の
で
す
が
、
ざ
ら

ざ
ら
は
な
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
新
校
舎
は
旧
校
舎
と
全
く
ち
が
い
ま
す
。
何

が
ち
が
う
か
と
い
う
と
、
一
つ
目
は
休
み
時
間

に
ト
ラ
ン
プ
を
し
て
い
る
と
、
遠
足
で
ど
こ
か

の
森
に
で
も
き
て
い
る
く
ら
い
香
り
が
よ
く
て
、

と
て
も
楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
二
つ
目

は
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
見
た
景
色
が
今
ま
で
以
上
に

き
れ
い
で
す
。
海
の
音
も
気
持
ち
い
い
で
す
。

私
は
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
新
校
舎
が
大
好
き
で

す
。

　
な
ん
だ
か
、
自
分
の
体
が
軽
く
な
っ
た
気
が

し
ま
す
。
今
ま
で
以
上
に
勉
強
も
運
動
も
が
ん

ば
れ
そ
う
で
す
。

　「
新
校
舎
、
最
高
」

（
三
浦
小
学
校
　
６
年
　
山
沖
由
季
）

力
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
も
の
を
…

三
世
代
ふ
れ
あ
い
健
診

　
昨
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
３
年
生
に

加
わ
り
、
５
・
６
年
生
も
そ
れ
ぞ
れ
紙
を
使
っ

た
共
同
作
品
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
テ
ー
マ
は
、
三
浦
小
学
校
の
友
達
と
一
緒
に

学
習
し
た
「
広
島
」
で
し
た
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
を

く
り
ぬ
い
て
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
町
を
み
ん
な

で
再
現
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
中
心
に
原
爆
ド
ー
ム
を

作
り
、
そ
の
ま
わ
り
に
ガ

レ
キ
を
く
っ
付
け
、
何
度

も
作
り
直
し
た
「
三
輪
車
」

も
置
き
ま
し
た
。
川
と
バ

ッ
ク
の
虹
は
希
望
と
夢
を

現
す
た
め
に
で
き
る
だ
け

明
る
い
色
を
考
え
ま
し
た
。

何
時
間
も
か
か
っ
た
け
ど
、

８
人
が
力
を
合
わ
せ
い
ろ
い
ろ
考
え
た
り
協
力

し
た
り
し
て
完
成
し
た
時
に
は
み
ん
な
大
喜
び

で
し
た
。

　
５
年
生
も
「
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
世
界
」
を
が
ん

ば
っ
て
作
っ
て
い
ま
し
た
。
船
で
仲
間
と
旅
を

し
て
い
る
場
面
が
と
て
も
楽
し
く
て
、
い
つ
も

の
５
年
生
の
ク
ラ
ス
の
よ
う
で
し
た
。
３
年
生

は
、「
竜
」
が
テ
ー
マ
で
、
地
球
を
か
か
え
て
未

来
へ
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
い
る
竜
の
姿
が
パ

ワ
ー
が
あ
っ
て
と
て
も
い
い
作
品
で
し
た
。

（
田
ノ
口
小
学
校
　
６
年
　
徳
広
竜
大
）

　
７
月

２７
日
の
午
前
中
、「
３

世
代
ふ
れ
あ
い
健
診
」
に

参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
健

診
は
、
高
知
大
学
と
佐
賀

地
域
が
合
同
で
取
り
組
ん

で
い
る
お
年
寄
り
の
体
力

や
健
康
状
態
を
測
定
す
る

も
の
で
、
今
年
で
８
年
目
に
な
る
そ
う
で
す
。

私
た
ち
も
４
年
生
以
上
は
毎
年
参
加
し
て
、
測

定
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
健
診
に
は
、

片
足
バ
ラ
ン
ス
や
握
力
、
血
圧
や
骨
密
度
の
測

定
な
ど
、

１３
く
ら
い
の
測
定
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
、
私
は
、
体
脂
肪
率
を
測
定
す
る
係
に

な
り
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
中
に
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く
い
人
た
ち
も

い
て
、
そ
の
た
び
に
聞
こ
え
る
よ
う
に
声
の
大

き
さ
を
変
え
て
話
し
ま
し
た
。「
標
準
で
し
た
よ
。

よ
か
っ
た
で
す
ね
。
」
な
ど
と
話
し
か
け
る
と
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
も
う
れ
し
そ
う
で
、
私
も

自
然
と
笑
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
体

脂
肪
率
を
測
定
す
る
と
、
標
準
か
そ
れ
よ
り
少

な
い
人
が
多
か
っ
た
の
で
、
健
康
な
人
が
多
く

て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
事
に
し

た
い
で
す
。

（
拳
ノ
川
小
学
校
　
６
年
　
矢
野
花
恋
）
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国保会計国保会計国保会計みん な で ささ える

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（直通）
　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3111（直通）

～国保事業の状況について～

１．加入者数について
　平成23年度末（平成24年3月31日）現在、黒潮町の人口12,734人のうち4,547人が
黒潮町国保に加入しています。加入率は35.7％となっています。
　国保に加入したり国保をやめたりする場合がありますので、1年間の平均加入者数
は4,649人（2,653世帯）でした。

　23年度は、例年より課税所得額が多かったことや税率改正を行ったこともあり、
22年度より課税額、収納額ともに増えています。収納率は県内で15～17位を推移し
ています。

今回は、加入者数や１年間の総医療費など、黒潮町国保の状況についてお知らせします。

区　　　　　　分 自己負担割合 人　　数

小学校入学前の方 2割

課税額

3億2,852万円

収納額

3億1,092万円

収納率

94.64％

1世帯当たりの国保税

12万3,830円

1人当たりの国保税

0,7万665円

127人

小学校入学後70歳未満の方 3割 3,696人

70歳以上75歳未満の方 1割（現役並み所得者は3割） 724人

合　　　　計 4,547人

割　　合

2.8%

81.3%

15.9%

100%

順　位 保険者名 医　　療　　費
1 馬路村 52万5,894円
2 北川村 50万7,800円
3 大豊町 42万1,520円
4 仁淀川町 41万9,585円
5 室戸市

平　均
黒潮町

四万十市

41万1,932円
34万3,716円

32 29万5,259円
34 28万5,259円

2．1年間の総医療費について
　入院や外来の診療費、お薬の調剤費、コルセットを作ったときや柔道整復師の施術
を受けたときの療養費など、医療にかかるすべての費用の合計を総医療費（療養諸費
費用額）といいます。
　黒潮町国保の23年度総医療費は、約15億4,111万円でした。1カ月当たりに換算す
ると、平均約1億2,843万円。国保平均加入者1人当たりでは33万1,492円となります。
　22年度の総医療費は約13億9,865万円でしたので、比較すると1億4,246万円多く
なっています。

【平成22年度　国保事業状況報告書より】
　22年度の高知県内34の保険者別1人当
たり総医療費の上位は右のとおりでした。
黒潮町は29万5,259円で32位。
　最も高かった馬路村と最も低かった四
万十市とでは約1.8倍の差があり、県内
でもばらつきがあることが分かります。

3．国保税（現年分）について

年度

23

2億6,040万円 2億4,711万円 94.89% 09万5,596円 5万4,296円22
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健

知

袋

康

恵

 　
う
つ
病
は
、
日
本
人
の

１５
人
に
１
人

が
経
験
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
身

近
な
病
気
で
す
。
で
も
放
っ
て
お
い
た

り
無
理
を
重
ね
た
り
す
る
と
自
殺
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
り
、
軽
視

は
で
き
ま
せ
ん
。

　
う
つ
病
は
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応

が
何
よ
り
大
切
で
す
。
早
期
に
適
切
な

治
療
を
受
け
る
こ
と
で
早
く
回
復
へ
向

か
い
ま
す
が
、
多
く
の
人
が
病
気
で
あ

る
こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
り
、

治
療
を
受
け
ず
に
い
ま
す
。
う
つ
病
に

関
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◆
う
つ
病
と
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
体
験
で
感
じ

る
強
い
ス
ト
レ
ス
、
過
度
の
疲
労
、
そ

の
人
の
性
格
や
考
え
方
な
ど
が
相
互
に

影
響
し
合
い
、
脳
内
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生

じ
て
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
し

ま
う
病
気
で
す
。「
怠
け
て
い
る
」「
甘

え
て
い
る
」
な
ど
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で

す
が
、脳
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
る
病
気
で
あ

る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
う
つ
病
の
お
も
な
症
状

〈
心
の
変
化
〉
気
分
が
沈
む
・
自
分
を

責
め
る
・
死
に
た
く
な
る
・
や
る
気
が

出
な
い
・
集
中
力
が
な
く
な
る
な
ど

〈
体
の
変
化
〉
不
眠
・
食
欲
不
振
・
体

重
減
少
・
頭
痛
・
耳
鳴
り
・
め
ま
い
・

腹
痛
・
性
欲
減
少
な
ど

　
う
つ
病
で
は
身
体
症
状
も
よ
く
み
ら

れ
ま
す
。「
ず
っ
と
体
調
不
良
が
続
い

て
い
る
の
に
、
病
院
へ
行
っ
て
も
特
に

悪
い
と
こ
ろ
が
見
つ
か
ら
な
い
」
と
い

う
場
合
は
、
う
つ
病
の
可
能
性
も
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
自
己
チ
ェ
ッ
ク

□
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

□
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
が
、

楽
し
め
な
く
な
っ
た

□
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、

い
ま
で
は
お
っ
く
う
に
感
じ
る

□
自
分
が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な

い
□
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
に
感
じ
る

　
こ
れ
ら
の
う
ち
、
２
つ
以
上
あ
て
は

ま
り
、
そ
の
状
態
が
２
週
間
以
上
、
ほ

と
ん
ど
毎
日
続
い
て
い
て
、
生
活
に
支

障
が
出
て
い
る
場
合
は
う
つ
病
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

◆
う
つ
病
へ
の
対
応

　
休
養
が
い
ち
ば
ん
の
薬
で
す
。
き
っ

か
け
と
な
っ
た
ス
ト
レ
ス
か
ら
離
れ
て

休
養
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
症
状

に
よ
っ
て
、
薬
物
療
法
や
心
理
療
法
な

ど
も
考
慮
し
ま
す
。

《
こ
れ
は
禁
句
！
》

 「
元
気
を
出
し
て
」「
が
ん
ば
っ
て
！
」

「
怠
け
て
る
だ
け
で
し
ょ
」

　
う
つ
病
は
「
怠
け
」「
さ
ぼ
り
」
で

は
な
く
、
い
わ
ば
脳
の
病
気
で
す
。
努

力
や
無
理
を
促
す
よ
う
な
言
葉
か
け
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

 
あ
な
た
自
身
や
身
近
な
人
の
様
子
が

い
つ
も
と
違
う
、
ま
た
そ
の
状
態
が
長

引
い
て
い
る
…
そ
れ
は
、
も
し
か
し
た

ら
う
つ
病
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
き
る
だ
け
早
く
専
門
家
や
専
門
機
関

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

 
佐
賀
支
所 
地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

う
つ
を
予
防
し
よ
う
！

介護に疲れていませんか ･････ 。

一人だけで悩まないで、

地域包括支援センターへ、ご相談ください。

S
U

P

P O R T  C E N

T
E

R

人
が 元 気

黒潮町地域包括
支援センター

◆お問い合わせ・ご相談  黒潮町地域包括支援センター  蕁43－2240（直通）

認知症の家族を介護する方へ認知症の家族を介護する方へ認知症の家族を介護する方へ
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住宅改修について
介護保険広報シリーズ燻ガ イ ド介護保険介護保険介護保険

◆◆ 住宅改修費の支給について ◆◆

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（直通）

●住宅改修とは　～自宅で暮らすためのお手伝い～
　介護が必要な状態となっても、「できる限り住み慣れた家で暮らしたい」と願う方も多いと思います。
　住まいの環境を整備（住宅改修）することで、不便さ・不自由さが解消されると、今まで「で
きない」ことが「できる」ようになり、心身の状態が改善することもあります。
　住宅改修は要介護（要支援）認定を受けられた方が自宅でより自立した生活を送れるよう、手
すりの取り付けや段差解消などの小規模な自宅の改修を行ったとき、一人当たりに改修費用（上
限20万円）の9割を支給するサービスです。残りの1割は自己負担となります。

【例】10万円の改修を行った場合、9万円は介護保険から支給、1万円は自己負担となります。

●支払い方法を選択できます
＜償 還 払 い＞要介護（要支援）認定者が住宅改修にかかった費用を事業者に全額支払ったのち、

町から支給する9割分を受け取ることができます。
＜受領委任払い＞要介護（要支援）認定者が住宅改修にかかった費用の1割分を事業者に支払った

のち、残りの9割分は利用者の委任に基づき、町から事業者に支払います。

●住宅改修は『事前申請』が必要です
　支給を受ける場合、ケアマネジャーなどに相談し、住宅改修の工事をする前に理由書・見積書・
見取り図・写真などの必要書類を添付して町に申請し、改修内容の審査を受ける必要があります。
　町が要介護（要支援）認定者の心身の状況や住宅の状況などから改修が必要と認めた場合に限り、
住宅改修費が支給されます。

●住宅改修費の支給対象となる改修
＜ 種　　　類 ＞ ＜ 内　容　の　例 ＞

①

※上記以外の住宅改修や新築などは対象外　※改修できる住宅は介護保険証の住所地に限る

手すりの取り付け 廊下、階段、便所、浴室、玄関、玄関から道路までの通路などへの手すりの取り付け

② 段差の解消
廊下、便所、浴室、玄関など各室間の床の段差の解消
玄関から道路までの通路などの段差または傾斜の解消

⑥ その他①から⑤の改修に伴っ
て必要となる工事

手すり取り付けのための壁の下地補強
便器の取り替えに伴う給排水設備工事（水洗化に係る工事は除く）など

⑤ 洋式便座などへの便器の取り
替え

和式便器を洋式便器などへ取り替え

④ 引き戸などへの扉の取り替え 開き戸を引き戸・折戸・アコーディオンカーテンなどに取り替え
扉の撤去・ドアノブの変更・戸車の設置など

③
すべり防止のための床や通路
面の材料の変更

畳から板製床材・ビニル床材などへ変更
浴室床材をすべりにくい床材へ変更
通路面をすべりにくい舗装材へ変更
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備
え
て
安
心

備
え
て
安
心

備
え
て
安
心
75

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

〜
南
海
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

東
日
本
大
震
災
視
察
研
修

視
察
の
概
要

研
修
報
告（
報
告
書
よ
り
一
部
抜
粋
）

未だに多くの瓦礫が山積みにされている

沿岸部に建てられた仮設焼却場

大川小学校で慰霊碑に献花

　
黒
潮
町
消
防
団
、
黒
潮
消
防
署
お
よ

び
黒
潮
町
で
構
成
す
る
黒
潮
町
消
防
協

議
会
と
、
黒
潮
町
消
防
団
各
分
団
長
を

合
わ
せ
た

２２
名
が
、
７
月
２
日
〜
４
日

に
か
け
て
、
昨
年
東
北
地
方
を
中
心
に

発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
視

察
研
修
に
行
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
対
策

の
参
考
と
す
る
た
め
、
視
察
研
修
の
報

告
を
し
ま
す
。

　
宮
城
県
（
仙
台
市
・
名
取
市
・
女
川

町
・
東
松
島
市
・
気
仙
沼
市
・
南
三
陸

町
）、
岩
手
県
（
陸
前
高
田
市
）
な
ど
、

主
に
沿
岸
部
を
視
察
。

　
多
数
の
被
害
者
を
出
し
た
大
川
小
学

校
を
視
察
し
、
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
気
仙
沼
市
の
消
防
署
で
同
市
消

防
団
長
な
ど
か
ら
実
際
の
活
動
な
ど
に

つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
７
月
２
日
午
前

１１
時
過
ぎ
、
仙
台
空

港
到
着
。
空
港
よ
り
見
え
る
海
側
に
ほ

と
ん
ど
建
物
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
に

気
付
き
、
多
く
の
車
や
小
型
飛
行
機
が
、

押
し
寄
せ
た
津
波
に
流
さ
れ
る
仙
台
空

港
の
映
像
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
研
修
道
中
の
車
窓
か
ら
は
、
家
屋
の

基
礎
部
分
と
、
い
ま
だ
残
っ
て
い
る
大

量
の
ゴ
ミ
の
山
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
、

沿
岸
部
に
建
て
ら
れ
た
仮
設
の
焼
却
場

か
ら
は
煙
が
上
っ
て
い
ま
す
。

　
石
巻
市
に
入
り
、
そ
の
風
景
を
見
て
、

国
内
最
大
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
、
最
大
震
度
７
、
巨
大
津
波
に
よ
り

死
者
・
行
方
不
明
あ
わ
せ
て
１
万
９
０

０
０
人
を
超
え
る
大
災
害
の
地
に
来
た

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
石
巻
市

だ
け
で
６
０
０
０
人
近
く
の
方
が
被
害

に
あ
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
全
校
児
童
１
０
８
人
中
、

６８

人
死
亡
、
６
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た

市
立
大
川
小
学
校
に
到
着
。
ガ
イ
ド
さ

ん
が
「
こ
の
悲
劇
は
天
災
で
し
ょ
う
か
、

そ
れ
と
も
人
災
で
し
ょ
う
か
」
と
語
り

始
め
ま
し
た
。

　
地
震
の
後
、
児
童
が
校
庭
に
集
合
し

た
の
ち
、
現
場
に
い
た
教
員
お
よ
び
避

難
し
て
き
た
住
民
た
ち
は
迷
走
を
始
め
、

す
ぐ
に
結
論
が
出
な
か
っ
た
た
め
、

４０

分
以
上
校
庭
に
待
機
し
て
い
た
よ
う
で

す
。
そ
こ
に
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
待
機

し
、
運
転
手
も
い
た
と
の
こ
と
。
ま
た

校
舎
の
裏
山
に
逃
げ
る
べ
き
だ
と
の
声

も
上
が
り
、
数
人
の
児
童
は
避
難
し
て

助
か
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
児
童

８０
人
は
北
上
川
脇
の
堤
防
道
路

を
一
列
に
な
っ
て
避
難
し
て
い
た
と
こ

ろ
、

１０
ｍ
を
超
す
津
波
が
押
し
寄
せ
て

児
童
た
ち
を
の
み
こ
ん
で
い
っ
た
そ
う

で
す
。

　
こ
の
時
、
校
長
先
生
は
不
在
で
、
教

員
１０
名
が
亡
く
な
り
、
１
人
が
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
校
長
先
生
が
い
ま
ま
で
山
間
部
の
学

校
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
津

波
に
対
す
る
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
時
間
の

ロ
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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献
花
を
済
ま
せ
、
周
り
を
見
て
み
る

と
、
北
上
川
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
り
、
さ

ほ
ど
高
く
な
い
場
所
に
小
学
校
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
は
海
岸
か
ら
４
㎞
離
れ
て

い
て
、
学
校
の
裏
山
に
は
高
い
山
が
見

え
ま
す
。
な
ぜ
さ
ほ
ど
傾
斜
が
き
つ
く

な
い
山
な
の
に
避
難
し
な
か
っ
た
の
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
待
機
し
て
い
た
の
に

山
間
の
道
路
へ
避
難
で
き
な
か
っ
た
の

か
。

　
時
間
が
十
分
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
避
難
が
遅
れ
た
の
か
疑
問
が
残
り

ま
す
。

　
気
仙
沼
市
の
消
防
署
で
は
、
気
仙
沼

消
防
団
長
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
震
災
直
後
の
消
防
活

動
に
つ
い
て
は
、
同
じ
消
防
団
と
し
て
、

大
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
活
動

し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
感

じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
５
月
に
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
て
い
た
「
町
は
守
れ
る
か
消

防
団
の
新
た
な
危
機
」
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
主
に
石
巻
の
消
防
団
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
ま

す
が
、
東
日
本
大
震
災
で
、

２０
代
〜

５０

代
の
方
２
５
４
人
が
犠
牲
と
な
ら
れ
た

そ
う
で
す
。番
組
で
は
、震
災
後
も
団
員

の
約

９０
％
以
上
が
、
今
後
の
活
動
に
不

安
を
感
じ
る
と
答
え
て
い
て
、活
動
の

維
持
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

　
お
話
を
聞
き
な
が
ら
、
い
か
に
地
震
・

津
波
の
破
壊
が
凄
ま
じ
く
、
人
命
を
も

奪
い
な
が
ら
、「
後
々
ま
で
大
き
な
爪

痕
を
残
し
て
い
く
の
だ
な
」
と
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

 
最
後
に
、
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
一
日
で
も
早
い
復
興
、
復

旧
を
心
か
ら
願
い
、
研
修
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

気仙沼消防署での研修

黒潮消防署からのお知らせ

火災などが起きた場合のサイレンと放送について

　現在、火災などが起こった場合に、消防無線などによるサイレンと放送で住民の皆
さんにお知らせをしているところですが、場所によっては放送が聞こえないことや、放
送内容が聞き取れないといった苦情が寄せられています。
　上記に対応するため、平成24年9月1日より、サイレンは従来通り消防無線などで
行いますが、放送部分は各ご家庭に設置されている告知端末機と防災行政無線および
部落放送スピーカを使用し、情報をお知らせするよう放送方法を変更します。
　今後も、緊急情報が住民の皆さんにより伝わるよう運用していきますので、今回の
変更についてご理解をよろしくお願いします。

お問い合わせは…黒潮消防署（蕁55－2500）まで

変更前

サイレン：消 防 無 線（大方地域）
　　　　　防災行政無線（佐賀地域）
放　　送：消 防 無 線（大方地域）
　　　　　防災行政無線（佐賀地域）

変更後

サイレン：消 防 無 線（大方地域）
　　　　　防災行政無線（佐賀地域）
放　　送：ＦＭ告知放送（大方地域）
　　　　　　　 〃  　　（佐賀地域）

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）
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◆
は
じ
め
に

　
黒
潮
町
教
育
委
員
会
よ
り
、
昨

年
度
か
ら
再
び
２
年
間
（
文
部
科

学
省
指
定
を
入
れ
て
今
年
で
８
年

目
）の
「
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
」
の
指

定
を
受
け
、
保
護
者
・
地
域
住
民

が
学
校
運
営
に
参
画
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教

育
の
実
現
と
、
地
域
に
信
頼
さ
れ

る
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
教
育
目
標

　
『
確
か
な
学
力
を
備
え
、
豊
か

な
心
を
持
ち
、
体
力
に
富
み
、
主

体
的
に
活
動
す
る
拳
の
子
』

　
重
点
目
標
と
し
て
、「
確
か
な

学
力
を
備
え
た
子
ど
も
の
育
成
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
め
ざ
す
学
校
像

＊
児
童
が
自
主
的
・
主
体
的
に
活

動
し
、
活
気
に
満
ち
た
学
校

＊
や
さ
し
く
、
思
い
や
り
の
心
が

満
ち
あ
ふ
れ
た
学
校

＊
環
境
が
整
備
さ
れ
、
安
全
で
安

心
な
学
校

＊
教
職
員
が
互
い
に
高
め
合
い
、

協
働
で
き
る
学
校

＊
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
に
信
頼

さ
れ
る
学
校

◆
め
ざ
す
児
童
像

　
こ
　
心
豊
か
な
子

　
ぶ
　
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る
子

　
し
　
主
体
的
に
活
動
す
る
子

　
の
 

能
力
を
発
揮
す
る
子

　
か
 

体
を
き
た
え
る
子

　
わ
 

和
を
大
切
に
す
る
子

◆
確
か
な
学
力 

＝ 

知

【
校
内
研
修
の
充
実
】

　
研
究
主
題
を
『
生
き
生
き
と
取

り
組
み
、
と
も
に
学
ぶ
子
ど
も
を

育
て
る
　
〜
聞
く
こ
と
を
大
切
に

し
な
が
ら
表
現
し
合
う
授
業
づ
く

り
を
通
し
て
〜
』
と
し
、
全
教
員

が
授
業
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
積
極
的
に
外
部
講
師
を

招
へ
い
し
、
教
材
研
究
な
ら
び
に

授
業
研
究
を
行
い
、「
め
あ
て
」「
学

び
合
い
」「
ま
と
め
」
を
重
視
し

た
本
校
の
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に

沿
っ
た
複
式
授
業
の
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

【
学
力
の
定
着
・
向
上
】

　
「
基
礎
学
力
タ
イ
ム
（
読
書
・

計
算
・
漢
字
各

１０
分
間
）」
や
「
パ

ー
フ
ェ
ク
ト
タ
イ
ム
」、「
こ
ぶ
し

の
時
間
」
を
校
時
表
に
位
置
付
け
、

基
礎
基
本
の
確
実
な
定
着
や
活
用

な
ど
の
問
題
に
も
取
り
組
み
、
学

力
の
定
着
・
向
上
を
図
っ
て
い
ま

す
。

【
読
書
の
充
実（
豊
か
な
心
も
）】

　
読
書
は
、
全
て
の
学
力
の
基
礎

と
な
る
も
の
と
押
さ
え
、
本
校
で

は
、
毎
朝

１０
分
間
の
朝
読
書
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭

で
の

２０
分
間
読
書
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
取

り
組
み
と
し
て
４
年
前
か
ら
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
づ
く
り

の
一
環
と
し
て
、
教
職
員
や
児
童

に
よ
る
読
み
聞
か
せ
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
児

童
の
図
書
利
用
度
や
読
書
量
の
増

加
に
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
学
力
調
査
の
活
用
】

　
右
下
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
度
の

標
準
学
力
調
査
の
各
学
年
目
標
値

通
過
率
の
結
果
で
す
。

 　
結
果
を
分
析
し
、
課
題
を
明
確

に
す
る
と
と
も
に
課
題
に
関
わ
る

単
元
の
授
業
公
開
・
研
究
協
議
を

行
う
な
ど
、
課
題
解
決
並
び
に
授

業
改
善
に
努
め
ま
す
。

◆
豊
か
な
心 

＝ 

徳

　
人
権
教
育
・
道
徳
教
育
を
中
心

に
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

＊
児
童
会
活
動

　
・
全
校
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
・
あ
い
さ
つ
運
動

　
・
集
団
登
下
校
等

＊
縦
割
り
班
活
動

　
・
掃
除
（
草
引
き
）

　
・
な
か
よ
し
ラ
ン
チ
タ
イ
ム

＊
集
会
活
動

　
・
綴
り
方
集
会
等

＊
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

　
・
親
子
で
腕
ま
く
り
講
座
等

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

◆
体
力
・
健
康 

＝ 

体

【
体
力
・
運
動
能
力
調
査
の
活
用
】

　
右
下
の
グ
ラ
フ
は
、
今
年
度
実

施
し
た
全
校
男
子
、
女
子
の
体
力
・

運
動
能
力
調
査
の
総
合
評
価
（
Ａ

〜
Ｅ
の
５
段
階
評
価
）
の
人
数
結

果
で
す
。

　
課
題
克
服
の
た
め
に
、
今
後
も

体
育
の
時
間
の
「
５
分
間
体
力
ア

ッ
プ
運
動
」
や
授
業
の
工
夫
・
改

善
を
図
り
、
さ
ら
に
体
力
・
運
動

能
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

◆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

　
計
画
の
段
階
か
ら
保
護
者
や
地

域
の
皆
様
が
参
画
し
、
地
域
の
自

然
・
文
化
・
人
材
の
活
用
や
教
材

化
を
図
り
な
が
ら
、
本
校
な
ら
で

は
の
豊
か
な
教
育
活
動
や
体
験
活

動
の
創
造
を
め
ざ
し
て
、「
準
備

か
ら
後
始
末
ま
で
一
連
の
活
動
を

児
童
に
」
を
合
言
葉
に
、
次
の
３

つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
を
組

織
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
自
然
・
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
・
う
な
ぎ
は
え
縄
漁

　
・
山
芋
掘
り
　
他

★
健
康
・
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
・
芋
の
栽
培
〜
販
売

　
・
し
ば
餅
づ
く
り
　
他

★
学
び
・
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

 
・
地
域
調
べ
（
各
地
区
ご
と
）

　
・
そ
ば
ま
き
踊
り
　
他

教

育

委

員

会

会

教

育

委

員だ

よ

り

拳
ノ
川
小
学
校

『
生
き
る
力
と
自
主
性
・

　
　
　
　
 主

体
性
の
育
成
』

校
長
　

文
野
友
喜

国語

1.27 2年

1.06

1.16 1.12 1.13

1.01
1.07

0.91

算数

男子

女子

3年 4年 5年

A

4

7

8

5

0

1

0 0 0 0

B C D E

平成24年度 標準学力調査

平成24年度 体力・運動能力調査
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上
川
口
小
学
校

『
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
 

 
元
気
と
勇
気
と
や
る
気
を
』

校
長
　

植
田
雄
二

◆
は
じ
め
に

　
本
年
度
は
、
新
入
生
５
人
を
迎

え
、
児
童
数

３７
人
、
単
式
学
級
４
、

複
式
学
級
１（
５
・
６
年
生
）の
５

学
級
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
本
校
の
児
童
は
素
直
で
明
る
く
、

の
び
の
び
と
遊
び
、
元
気
に
あ
い

さ
つ
で
き
る
や
さ
し
い
児
童
が
多

い
で
す
。
学
力
的
に
は
全
国
水
準

に
あ
り
な
が
ら
も
、
意
志
を
伝
え

る
技
能
に
弱
さ
が
み
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
考
え
、
自
分
の
言
葉
で
考

え
や
思
い
を
人
に
伝
え
る
力
を
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
校
内
研
究

の
主
題
を
、「
自
分
の
考
え
や
思

い
を
生
き
生
き
と
表
現
で
き
る
児

童
の
育
成
を
目
指
し
て
」
と
し
て
、

表
現
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
と
と

も
に
新
学
習
指
導
要
領
に
打
ち
出

さ
れ
た
「
言
語
活
動
」
に
結
び
つ

け
る
取
り
組
み
を
実
践
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
と
教

師
が
充
実
し
た
時
間
の
共
有
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
楽
し
い
学
校
を

目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
主
な
取
り
組
み

○
め
ざ
ま
し
マ
ラ
ソ
ン
と
草
引
き

　
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
飯
の
奨

励
は
継
続
し
て
い
る
が
、
脳
の
目

覚
め
を
よ
く
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
命
を
守
る
た
め
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
を
毎
朝
実
施
。
タ
イ
ム
ラ
グ
は

あ
り
ま
す
が
、
走
っ
た
後
は
校
庭

の
草
引
き
を
全
員
で
行
い
、
気
持

ち
よ
く
遊
べ
る
場
作
り
を
心
が
け

ま
す
。

○
音
楽
朝
会

　
毎
月
２
回
程
度
実
施
。
美
し
く

響
き
の
あ
る
歌
声
を
目
指
し
、
発

声
練
習
な
ど
子
ど
も
の
意
識
付
け

が
で
き
て
お
り
、
朝
会
が
始
ま
る

ま
で
の
自
主
的
な
練
習
も
含
め
、

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
取
り
組
み
が
で
き

て
い
ま
す
。

○
朗
読
集
会

　
各
学
級
が
教
科
書
や
作
文
を
み

ん
な
の
前
で
読
み
ま
す
。
通
常
の

集
会
に
も
保
護
者
の
参
加
が
あ
り
、

緊
張
し
た
空
気
の
中
、
す
ら
す
ら

読
め
る
こ
と
、
気
持
ち
を
込
め
て

読
む
こ
と
な
ど
、
目
標
を
持
っ
て

取
り
組
む
と
と
も
に
感
想
を
自
分

の
言
葉
で
表
現
し
発
表
す
る
こ
と

を
加
え
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

○
合
同
総
合
集
会

　
普
段
の
学
習
の
中
で
発
表
活
動

に
ま
で
発
展
さ
せ
ら
れ
る
内
容
に

つ
い
て
は
全
体
の
場
で
発
表
し
ま

す
。
年
間
８
回
計
画
し
、
う
ち
４

回
は
保
護
者
や
地
域
に
も
公
開
し
、

発
表
力
・
表
現
力
を
養
い
ま
す
。

◆
基
礎
学
力
定
着
の
取
り
組
み

○
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム

　
水
曜
日
を
除
く
毎
日
、
５
時
間

目
が
始
ま
る
前
の

１０
分
間
実
施
。

「
数
と
計
算
」
の
領
域
を
中
心
に

児
童
一
人
一
人
の
進
度
に
応
じ
た

プ
リ
ン
ト
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

学
年
に
よ
っ
て
は
、
漢
字
プ
リ
ン

ト
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

○
日
々
の
授
業
実
践
　

　
一
時
間
一
時
間
の
授
業
の
め
あ

て
を
明
確
に
し
て
、
授
業
を
展
開

し
ま
す
。
全
学
級
が
年
間
一
度
の

授
業
研
究
を
実
施
し
、
研
究
パ
タ

ー
ン
を
３
つ
と
し
ま
し
た
。

①
全
職
員
に
よ
る
教
材
研
究
・
研

究
授
業
・
反
省
会
（
模
擬
授
業

を
教
材
研
究
時
に
行
い
ま
す
。）

②
全
職
員
と
講
師
を
迎
え
て
の
教

材
研
究
・
研
究
授
業
・
反
省

③
講
師
に
よ
る
複
式
模
範
授
業
と

授
業
後
の
研
究
会
　
　
　

○
Ｑ
―

Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　
安
心
し
て
学
習
す
る
た
め
に
は

落
ち
着
い
た
教
室
の
雰
囲
気
や
学

び
合
う
た
め
の
友
だ
ち
と
の
関
わ

り
が
不
可
欠
で
す
。
年
間
２
回
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に

学
年
を
越
え
た
個
々
の
児
童
の
情

報
交
換
も
積
極
的
に
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
詳
し
い
分
析
を
す
る
た
め

に
本
年
度
も
４
年
生
以
上
で
ハ
イ

パ
ー
Ｑ
―

Ｕ
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

◆
標
準
学
力
調
査
の
結
果
よ
り

　
６
年
生
は
全
国
学
力
・
学
習
状

況
調
査
を
実
施
。
他
学
年
は
標
準

学
力
調
査
を
４
月
に
実
施
し
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
学
年
で
期
待
正

答
率
と
同
等
か
上
回
っ
て
い
る
結

果
で
し
た
。
し
か
し
、
学
年
に
よ

っ
て
は
、
領
域
別
で
は
読
み
取
る

能
力
や
言
語
の
知
識
理
解
に
弱
さ

が
あ
っ
た
り
、
観
点
で
は
算
数
へ

の
関
心
・
意
欲
・
態
度
が
低
い
傾

向
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
　

　
校
内
研
修
に
お
い
て
、
全
学
年

の
分
析
結
果
を
も
と
に
個
人
的
に

理
解
で
き
て
い
な
い
単
元
・
領
域

を
各
学
級
・
個
人
ご
と
に
分
析
し
、

教
師
間
で
の
共
通
理
解
を
図
る
と

と
も
に
単
元
テ
ス
ト
や
本
校
作
成

の
小
テ
ス
ト
を
利
用
し
て
確
か
な

学
力
を
定
着
さ
せ
ま
す
。

◆
特
色
の
あ
る
教
育
の
推
進
に
関

わ
る
活
動

①
全
児
童
・
教
職
員
に
よ
る
通
学

路
・
河
川
プ
ー
ル
清
掃
な
ど
社

会
奉
仕
に
関
わ
る
体
験
活
動

②
上
川
口
・
蜷
川
の
老
人
ク
ラ
ブ

の
方
々
と
の
愛
校
作
業
。
作
業

終
了
後
に
肩
た
た
き
ゲ
ー
ム
と

歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
、
楽
し

い
交
流
活
動
を
実
施

③
地
域
や
保
護
者
の
方
々
の
協
力

に
よ
り
ど
ろ
ん

こ
体
験
や
米
作

り
体
験
、
巨
大

カ
ボ
チ
ャ
作
り
、

道
の
駅
ビ
オ
ス

の
協
力
に
よ
る

芋
の
販
売
等
勤
労
生
産
活
動

④
く
じ
ら
保
育
所
や
老
人
ホ
ー
ム

（
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ム
）・
障
が

い
者
授
産
施
設
（
誠
心
園
）
を

訪
問
し
て
の
交
流
活
動

⑤
小
学
校
を
取
り
巻
く
山
や
川
、海

を
活
用
し
て
の
自
然
体
験
活
動

　
地
域
・
家
庭
・
保
護
者
の
方
々

に
気
軽
に
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

「
元
気
の
発
進
拠
点
」
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

平成24年度 標準学力調査正答率

2年
国語期待正答率 78.7 74.4 66.4 67.9

国語校内平均正答率 80.0 71.6 68.5 84.5

算数期待正答率 79.6 71.5 65.9 64.4

算数校内平均正答率 86.2 63.5 83.0 81.3

3年 4年 5年
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伊
与
木
郷
へ
流
刑
と
な
っ
た
万
六
は
、

伊
与
木
郷
の
大
庄
屋
の
世
話
で
前
大
庄

屋
の
屋
敷
の
奉
公
人
と
な
っ
て
住
ん
で

い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
小
黒
ノ
川
の

お
兼
と
恋
仲
と
な
り
ま
し
た
が
、
親
に

反
対
さ
れ
仁
井
田
へ
移
り
住
み
ま
し
た
。

一
年
後
、
万
六
は
無
罪
と
な
り
、
仁
井

田
か
ら
伊
与
木
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　
再
び
大
庄
屋
の
世
話
で
小
黒
ノ
川
で

奉
公
人
と
な
り
、
そ
の
後
、
奉
公
先
の

主
人
の
世
話
で
お
兼
と
一
緒
に
な
り
、

住
居
を
構
え
て
小
黒
ノ
川
で
住
み
ま
し

た
。

※
昭
和

５９（
１
９
８
４
）年
８
月
２
日
旧

佐
賀
町
文
化
財
指
定
。

　
文
政

１２
年
、
森
郷（
現
在
の
土
佐
町
）

は
大
飢
饉
に
な
り
、
農
村
に
も
餓
死
者

が
出
ま
し
た
。

　
時
の
大
庄
屋
は
大
変
腹
黒
く
、
私
腹

を
肥
や
す
こ
と
の
み
を
考
え
、
年
貢
の

取
り
立
て
は
大
変
厳
し
く
、
上
役
人
に

は
賄
賂
を
贈
り
、
自
分
は
ぜ
い
た
く
を

す
る
と
い
う
悪
政
が
続
き
、
百
姓
ら
は

困
り
果
て
て
い
ま
し
た
。

　
が
、
や
が
て
こ
の
こ
と
が
大
目
付
の

知
る
こ
と
と
な
り
、
郡
奉
行
に
命
じ
て

調
べ
た
結
果
、
石
原
村
の
村
民
が
飢
え

を
し
の
い
で
納
め
た
年
貢
が
未
納
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
村
民
は
驚
き
、
庄
屋
に

伺
い
を
立
て
た
と
こ
ろ
、
大
庄
屋
は
自

分
の
非
を
隠
す
た
め
村
人
の
代
表
３
人

を
牢
屋
に
入
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
怒
っ
た
百
姓

８０
人
は
、
大
庄

屋
に
討
ち
入
り
３
人
を
助
け
出
し
、
大

庄
屋
の
手
元
に
あ
っ
た
記
録
を
持
ち
帰

り
ま
し
た
。
そ
の
記
録
を
調
べ
て
百
姓

万
六
が
大
庄
屋
を
追
及
し
、
郷
士
・
川

邑
六
左
衛
門
と
２
人
で
大
庄
屋
の
悪
事

を
あ
ば
き
ま
し
た
。

　
後
日
、
奉
行
所
よ
り
お
と
が
め
が
あ

り
、
石
原
村
は
代
表
者
２
人
を
差
し
出

せ
と
い
う
達
し
が
あ
り
、
六
左
衛
門
と

万
六
は
率
先
し
て
名
乗
り
出
ま
し
た
。

大
庄
屋
討
ち
入
り
の
罪
人
と
し
て
六
左

衛
門
は
入
牢
さ
せ
ら
れ
、
万
六
は
幡
多

郡
伊
与
木
郷
に
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

大
庄
屋
も
罪
に
問
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
ど
く
れ
」
は
、
土
佐
の
風
土
と
歴

史
が
生
ん
だ
代
表
的
な
土
佐
人
気
質
だ

と
言
え
ま
す
。

　
さ
て
、
土
佐
の
風
土
は
と
い
う
と
、

海
と
山
に
囲
ま
れ
た
里
、
南
に
は
太
平

洋
が
広
が
り
、
北
に
は
高
く
険
し
い
四

国
山
脈
が
び
ょ
う
ぶ
の
よ
う
に
そ
そ
り

立
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
に
は
「
さ
だ
ち
」
と
い
う
に
わ
か

雨
が
あ
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
台

風
銀
座
と
い
う
ほ
ど
台
風
が
襲
い
ま
す
。

　
そ
う
し
て
台
風
や
「
さ
だ
ち
」
の
後

は
か
ら
り
と
晴
れ
あ
が
っ
た
青
空
が
の

ぞ
い
て
、
気
分
を
一
新
し
ま
す
。

　
こ
う
し
た
土
佐
の
風
土
が
、
豪
快
で

現
実
的
で
淡
白
な
性
格
の
形
成
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
否
め
な
い

で
し
ょ
う
。

　
一
方
歴
史
を
み
る
と
、
四
国
の
ほ
ぼ

中
央
を
東
西
に
走
る
四
国
山
脈
は
、
土

佐
と
他
国
と
の
交
流
を
拒
み
続
け
て
い

ま
す
。

　
孤
立
的
で
意
地
っ
張
り
で
反
権
的
な

性
格
が
培
わ
れ
、
そ
れ
が
「
ど
く
れ
」

と
か
「
い
ご
っ
そ
う
」
と
か
い
う
土
佐

人
気
質
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
ど
く
れ
」
は
片
意
地
な
偏
屈
者
と

か
、
へ
そ
曲
が
り
の
す
ね
者
を
言
い
ま

す
。
で
も
変
に
じ
め
じ
め
し
た
陰
湿
さ

は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ラ
ッ
と
明
る
い
南

国
の
風
土
を
反
映
し
て
ひ
ょ
う
げ
な
味

も
持
っ
て
い
ま
す
。
　

「
も
っ
そ
の
話
」

「
高
知
ゆ
き
の
わ
ら
じ
」

「
肥
も
一
心
」な

ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

文
化
振
興
係

　（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
）

蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財

黒
潮
町
の
文
化
財
No.18

『
万
六
の
墓
』

ま
ん

ろ
く

■ 

ど
く
れ
の
万
六

■ 

土
佐
の
ど
く
れ

■ 

万
六
の
ど
く
れ
話

わ
い

ろ

○
こ
の
シ
リ
ー
ズ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
　
教
育
委
員
会
 

文
化
振
興
係（
大
方
あ
か
つ
き
館
内
） 
蕁
4
3
―
2
1
1
0（
直
通
）
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の
追
納
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額

免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者
納
付

猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
が
あ
る
場
合
は
、
年
金
を

受
給
す
る
際
に
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
時
よ
り
も
老
齢
基
礎
年
金
の
受

け
取
り
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年

金
を
増
額
す
る
た
め
に
、

１０
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
（
追

納
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受

け
ら
れ
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
当
時
の
保
険
料
額
に
一
定
の

加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
追
納
す
る
場
合
に
は
、
先

に
経
過
し
た
月
の
分
か
ら
順
次
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

【平成24年度中に追納する場合の額】

年       　　　度

※平成22・23年度はまだ加算が付きません。　　※詳しくは、お近くの年金事務所までお問い合わせください。

全額免除
納付猶予

学生納付特例
3／4免除 半額免除

平成14年度の月分 14,940円 － 7,470円
平成15年度の月分 14,720円 － 7,360円
平成16年度の月分 14,510円 － 7,260円
平成17年度の月分 14,560円 － 7,280円
平成18年度の月分 14,610円 10,950円 7,300円
平成19年度の月分 14,640円 10,970円 7,320円
平成20年度の月分 14,760円 11,070円 7,370円
平成21年度の月分 14,840円 11,120円 7,420円
平成22年度の月分 15,100円 11,320円 7,550円

1／4免除

－
－
－
－

3,650円
3,650円
3,690円
3,700円
3,770円

平成23年度の月分 15,020円 11,260円 7,510円 3,750円

　ねんりんピック（全国健康福祉祭）は、ふれあいと元気な長寿社会をつくっていくことを目

的とした健康・福祉・生きがいづくりの祭典です。

　来年10月には「第26回全国健康福祉祭こうち大会・ねんりんピックよさこい高知2013」

として、県内10市6町1村1広域連合で行われるスポーツや文化の交流大会に、60歳以上の

選手が全国から参加されます。また、あらゆる世代の方々が楽しみ、交流を深めるイベントも

開催します。

　黒潮町ではパークゴルフ交流大会が開催され、全国から280人の選手をはじめ、役員、観

客など多くの方が来町される予定です。

日程　平成25年10月26日貍～29日貂　※パークゴルフ交流大会は27日豸・28日豺
場所　土佐西南大規模公園（大方地区）パークゴルフ場
★今年11月17日（土）には、パークゴルフ・リハーサル大会が開催されます。

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 ねんりんピック係　蕁43－2116（直通）

パークゴルフ
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差
別
の
な
い
明
る
い
地
域
社
会
を
目

指
し
、「
２
０
１
２
年
度
ふ
れ
あ
い
人
権
・

同
和
教
育
学
習
会
」
を
、
多
様
な
講
師

を
招
き
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　
人
権
文
化
を
育
み
、
心
豊
か
な
時
間

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
第
１
回

【
日
時
】
９
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜

【
場
所
】
佐
賀
町
民
館

【
内
容
】
講
演

　
　
　
「
反
差
別
か
ら
人
権
保
障
へ
」

【
講
師
】
香
川
県
人
権
研
究
所
事
務
局
長

 
 
 
 喜

岡
　
淳
さ
ん

◆
第
２
回

【
日
時
】

１０
月

１９
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜

【
場
所
】
佐
賀
町
民
館

【
内
容
】
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
「
心
に
熱
と
光
を
も
と
め
て
」

【
親
子
デ
ュ
オ
】
フ
ラ
ッ
ト

◆
第
３
回
　

【
日
時
】

１１
月
中
旬（
予
定
）

　
　
　
　
午
後
７
時

３０
分
〜

【
場
所
】
あ
か
つ
き
館

【
内
容
】
調
整
中

○
お
問
い
合
わ
せ

　
佐
賀
町
民
館

蕁
５
５
―
２
１
０
８（
直
通
）

　
タ
バ
コ
、
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

ガ
ム
、
レ
ジ
袋
、
包
装
紙
、
食
べ
か
す

な
ど
を
不
法
に
捨
て
る
こ
と
は
、「
ポ

イ
捨
て
」
と
軽
い
表
現
を
さ
れ
た
り
し

ま
す
。

　
こ
の
行
為
は
、
軽
犯
罪
法
・
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
・
道

路
交
通
法
な
ど
に
違
反
し
、
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

　
ご
み
を
不
法
に
処
分
す
る
こ
と
は
、

衛
生
面
悪
化
や
、
火
災
を
起
こ
す
、
漂

流
漂
着
ご
み
と
な
る
、
野
生
動
物
に
影

響
を
及
ぼ
す
な
ど
の
環
境
問
題
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

　
ご
み
は
、適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
黒
潮
町
の
美
し
い
海
・
浜
や
自
然
を

守
る
た
め
に
、
ご
み
の
落
ち
て
い
な
い

町
に
な
る
よ
う
一
人
一
人
が
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

環
境
保
全
係
　

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
９
月
１
日
か
ら
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。

◆
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

・
経
口
接
種
（
口
か
ら
飲
む
）
か
ら
皮

下
接
種
（
皮
下
に
注
射
）
に
な
り
ま

し
た
。

・
集
団
接
種
か
ら
医
療
機
関
で
の
個
別

接
種
に
な
り
ま
し
た
。

・
２
回
接
種
か
ら
４
回
接
種
に
な
り
ま

し
た
。

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
医
療
機
関
で
の
接
種
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、

１１
月
か
ら
は
、
ジ
フ
テ
リ
ア
・

百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
の
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
も
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

　
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
対

象
に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
子
育
て
支

援
を
拡
充
す
る
た
め
、

１０
月
１
日
か
ら

対
象
者
を
中
学
３
年
生
ま
で
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
小
学
１
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
の
お

子
さ
ん
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
対
象
者
に
は
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
・
福

祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
や

生
活
保
護
世
帯
の
方
は
対
象
外
で
す
。）

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
保
健
セ
ン
タ
ー

蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

言
葉
か
ら
行
動
へ
！

ふ
れ
あ
い
人
権
・
同
和
教
育
学
習
会

乳
幼
児
医
療
費
制
度
が

中
学
生
ま
で
拡
充
さ
れ
ま
す

ご
み（
ポ
イ
）
捨
て
禁
止
に
つ
い
て

不
活
化
ポ
リ
オ
が
始
ま
り
ま
し
た
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障
が
い
者
相
談
員

　
黒
潮
町
で
は
、
次
の
方
々
に
障
が
い

者
相
談
員
を
委
嘱
し
、
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

任
期
は
、
平
成

２４
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
２６
年
３
月

３１
日
ま
で
の
２
年
間
で
す
。

○
身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
　
　
　

○
知
的
障
が
い
者
相
談
員

相
談
支
援
事
業
所

　
黒
潮
町
で
は
、障
が
い
の
あ
る
方
が
心

身
の
状
況
や
置
か
れ
て
い
る
環
境
な
ど
に

応
じ
、必
要
な
情
報
提
供
や
助
言
を
行
い
、

ま
た
適
切
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
利
用

で
き
る
よ
う
左
記
事
業
所
に（
身
体
・
知

的
・
精
神
）障
が
い
者
と
障
が
い
児
の
相
談

窓
口
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

・
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
　
大
方
誠

心
園
（
加
持

３３
）

　
　
蕁
４
３
―
２
１
３
９

・
幡
多
希
望
の
家
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
宿
毛
市
山
奈
町
芳
奈
３
３
６
５
）

 
 
蕁
０
８
８
０
―
６
６
―
２
２
１
２

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 
福
祉
係
　
　

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
直
通
）

 
皆
さ
ん
の
相
談
を
社
会
福
祉
協
議
会

相
談
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

員
な
ど
が
受
け
る
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
心
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

心
配
ご
と
、
地
域
で
の
も
め
ご
と
、
人

権
侵
害
や
行
政
に
関
す
る
相
談
な
ど
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
相
談
の
秘
密
は
必
ず
守
り
、
料

金
は
無
料
で
す
。
安
心
し
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。
　
　

◆
開
催
日
時
・
場
所

・
９
月

１８
日（
火
）午
前

１０
時
〜
正
午
、

　
午
後
１
時
〜
３
時

　
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー（
拳
ノ
川
）

・
９
月

２１
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
上
田
の
口
集
会
所

・
９
月

２１
日（
金
）午
後
１
時
〜
３
時

　
下
田
の
口
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
こ
の
映
画
は
、
子
ど
も
へ
の
虐
待
や

若
者
の
自
殺
な
ど
社
会
問
題
に
な
っ
て

い
る
事
件
を
通
し
て
、
社
会
や
地
域
の

中
で
孤
立
し
て
い
る
人
々
に
対
す
る
正

し
い
理
解
を
訴
え
、
今
一
度
、「
い
の
ち
」

に
つ
い
て
自
分
の
問
題
と
し
て
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
作
品
で
す
。

日
時
　
９
月

１６
日（
日
）

　
　
　
午
後
４
時
〜
４
時

４０
分

放
送
局
　
テ
レ
ビ
高
知

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
年
齢
・
性

別
・
体
力
に
関
係
な
く
誰
で
も
楽
し
め

る
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
で
す
。

　
黒
潮
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、

左
記
の
と
お
り
９
月
・

１０
月
に
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
参
加
費
は
無
料
、
事
前
申
込
み
不
要

で
す
の
で
、
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
係

　
　
蕁
５
５
―
３
１
９
０（
直
通
）

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
開
催

障
が
い
者
相
談
員
・

相
談
支
援
事
業
所
の
ご
紹
介

心
配
ご
と
・
困
り
ご
と
、

人
権
・
行
政
相
談
所
の
開
催

人
権
啓
発
映
画
「
ク
リ
ー
ム
パ
ン
」

の
テ
レ
ビ
放
送

佐賀
蕁55－2297

矢野　貞夫
や の おさだ

口湊川
蕁43－1775

米津　義夫
よね ず およし

入野
蕁43－4308

田中　眞美子
た なか み こま

ニュースポーツ教室　開催予定

地域 大 　　方 佐　　賀

月 9月 10月

曜日 毎週月曜日 毎週木曜日

時間 19：30～21：00

ノルディックウォーク、スポーツ吹き矢

場所 入野小学校体育館 佐賀中学校体育館

種目
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こ
の
「
浄
化
槽
の
日
」
は
、
浄
化
槽

の
設
置
や
管
理
方
法
な
ど
に
つ
い
て
定

め
て
い
る
浄
化
槽
法
が
昭
和

６０
年

１０
月

１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
記
念

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
水
洗

化
で
快
適
な
生
活
が
楽
し
め
る
だ
け
で

な
く
、
き
れ
い
な
水
を
川
な
ど
の
自
然

に
帰
し
、
美
し
く
豊
か
な
自
然
を
守
り

ま
す
。

　
平
成

１３
年
４
月
か
ら
は
、
単
独
処
理

浄
化
槽
の
新
設
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
地

球
に
や
さ
し
い
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
は
下
水
道
と
同
程
度
の
汚
水

処
理
性
能
を
持
つ
も
の
で
す
が
、
正
し

い
使
い
方
と
適
正
な
維
持
管
理
が
な
さ

れ
な
い
と
、
本
来
の
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
図

り
、
保
守
点
検
・
清
掃
・
法
定
検
査
を

き
ち
ん
と
行
っ
て
、
高
知
県
の
美
し
い

自
然
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

☆
保
守
点
検
は
定
期
的
に
行
う
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
専
門
知

識
を
持
つ
資
格
の
あ
る
業
者
に
委
託

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

☆
清
掃
は
年
１
回
以
上
の
実
施
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
町
村
長
の

許
可
を
受
け
た
業
者
に
頼
み
ま
し
ょ
う
。

☆
法
定
検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
確
認
す
る
大

変
重
要
な
検
査
で
す
。
年
１
回
必
ず

指
定
検
査
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
指
定
検
査
機
関

　
高
知
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
８
８
―
８
６
０
―
２
４
０
０

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 
住
民
課 

衛
生
施
設
整
備
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
１０
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て
「
就
業

構
造
基
本
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
５
年
に
一
度
、

１５
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
調
査
で
、

国
民
の
就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
明
ら

か
に
し
、
雇
用
政
策
や
経
済
政
策
な
ど

の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　
黒
潮
町
で
は
、「
会
所
」「
明
神
」「
佐

賀
橘
川
」「
荷
稲
」「
町
」「
万
行
」「
下
田

の
口
」「
口
湊
川
」「
伊
田
」「
浮
鞭
」
の

１０
地
区
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
左
記
の
流
れ
で
行
わ
れ
ま
す
。

①
調
査
員
が
準
備
調
査
の
た
め
８
月
下

旬
か
ら
対
象
地
区
に
調
査
に
入
る
。

②
調
査
対
象
と
な
っ
た
家
庭
に
は
役
場

か
ら
「
依
頼
は
が
き
」
が
届
く
。

③
調
査
員
が
調
査
対
象
と
な
っ
た
家
庭

に
調
査
票
を
配
布
す
る
。

④
調
査
票
に
記
入
す
る
。

⑤
調
査
員
が
調
査
票
の
収
集
に
伺
う
。

　
調
査
員
は
「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し

て
お
り
、
調
査
の
際
に
は
提
示
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
調
査
に
お
け
る
秘
密
の
保
護

に
つ
い
て
は
「
統
計
法
」
に
よ
り
厳
し

く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
記
入
し
た
内
容

が
他
に
漏
れ
た
り
、
使
用
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
時
に
、
本
調
査
に
回
答
す
る
こ
と

は
国
民
の
「
義
務
」
で
あ
り
、「
個
人

情
報
保
護
法
」
に
よ
っ
て
免
除
さ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、

記
入
さ
れ
る
方
の
協
力
な
し
に
は
正
確

な
調
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
調
査
員

が
調
査
に
来
た
際
に
は
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 
企
画
振
興
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

毎
年
１０
月
１
日
は
「
浄
化
槽
の
日
」

就
業
構
造
基
本
調
査
に
つ
い
て

来年の県民手帳 予約受付中！！  ～申し込みはお早めに～
　高知県統計協会発行の「2013年版県民手帳」は、暮らしやビジネスに活用できるよう、
見やすく・分かりやすく、最新の情報を掲載しています。購入を希望される方は下記へお申
し込みください。

◆内　　容　行政区画図、ダイアリー（行事予定表・日記）、資料（県内主要統計表・官
　　　　　　庁関係資料・暮らしの各種資料）、住所録、東京・大阪地下鉄路線図、他
◆価　　格　ポケット版（9×14.5cm）　500円
　　　　　　デ ス ク 伴（13×21cm）　750円
◆申込期限　9月28日（金） 午後5時15分
◆お申し込み　本庁 総務課 企画振興係　蕁43－2177（直通）

2013

カバーの色：紺
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黒潮町ケーブルテレビ

９月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

時

6

番　　　　組

0800－200－1373

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188 【IWKTV制作室】蕁43－0500
E-Mail  iwktv@iwk.ne.jp

（土・日・祝日・年末年始を除く9：00～17：00）
（土・日・祝日・年末年始を除く8：30～17：15）

◆ＩＷＫＮＥＷＳ…まちの出来事をお送りします。
◆耳をすまして…まちの人による絵本の読み聞かせ番組。
◆こじゃんと夢中!!みんなのサークル…サークルや部活動など、夢中な人をご紹介。
◆教えて!!まちのお店舗さん…黒潮町のお店をご紹介します。
◆ふるさと散策…黒潮町内を散策、再発見します。

◆お話玉手箱…町内の民話、伝承などを紙芝居で楽しめます。
◆料理deぽん…町内のいろんなごちそうをご紹介。
◆図書館どうでしょう…図書館の新刊をご紹介。
◆ザ☆黒潮人…町内に住む「人」にクローズアップ
◆くろしお☆チルドレン…黒潮町の子どもたちをご紹介します。

ＩＷＫＴＶ自主放送番組内容のご紹介 番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  耳をすまして
40  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
55  ふるさと散策

7

00  教えて!! まちのお店舗さん
15  図書館どうでしょう
20  料理deぽん
35  お話玉手箱
50  ザ☆黒潮人

11

10  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
25  ふるさと散策
30  教えて!!まちのお店舗さん
45  図書館どうでしょう
50  料理deぽん

12

05  お話玉手箱
20  ザ☆黒潮人
35  くろしお☆チルドレン
40  サイエンスチャンネル
55  Kochi on TV!

◆平成24年黒潮町議会9月定例会　生中継・再放送
　9月7日（金）～20日（木）
　生中継　09：00～議会終了まで
　再放送　19：00～議会終了まで
　※議会運営委員会の結果により、日程は変更となる場
　　合があります。

◆平成24年高知県議会9月定例会　生中継
　9月24日（月）～28日（金）
　生中継　10：00～議会終了まで
　※24日の放送は、19日に行われた議会の再放送です。

13 55  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）

14 05  歯っぴ～ライフ
10  片さんのFish!おふ

9

25  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）
35  歯っぴ～ライフ
40  片さんのFish!おふ

8
05  くろしお☆チルドレン
10  サイエンスチャンネル
25  Kochi on TV!

10
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  耳をすまして

特
別
番
組

時

15

番　　　　組
00  番組案内
05 ＩＷＫＮＥＷＳ
25  耳をすまして
40  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
55  ふるさと散策

16

00  教えて!! まちのお店舗さん
15  図書館どうでしょう
20  料理deぽん
35  お話玉手箱
50  ザ☆黒潮人

20

10  こじゃんと夢中!!みんなのサークル
25  ふるさと散策
30  教えて!!まちのお店舗さん
45  図書館どうでしょう
50  料理deぽん

21

05  お話玉手箱
20  ザ☆黒潮人
35  くろしお☆チルドレン
40  サイエンスチャンネル
55  Kochi on TV!

※24：00～翌朝6：00までは「ショップチャンネル」を
　放送します。

22 55  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）

23

24

05  歯っぴ～ライフ
10  片さんのFish!おふ

18

25  取寄戦隊グルメンジャー
　  （またはテレビでスポーツマックス～復習～）
35  歯っぴ～ライフ
40  片さんのFish!おふ

17
05  くろしお☆チルドレン
10  サイエンスチャンネル
25  Kochi on TV!

19
30  番組案内
35 ＩＷＫＮＥＷＳ
55  耳をすまして

注1）特別番組は、番組時間を調整して放送しますので、番組表と異な
る場合があります。

注2）放送内容などは予告なく変更する場合がありますのでご了承くだ
さい。なお、電子番組表をご覧いただくと正確な番組内容を確認
できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）
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Ｃ
型
肝
炎
訴
訟
に
つ
い
て
、
感

染
被
害
者
の
方
々
の
早
期
・
一
律

救
済
の
要
請
に
こ
た
え
る
べ
く
、

議
員
立
法
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
、

「
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
及

び
特
定
血
液
凝
固
第
Ｉ
Ｘ
因
子
製

剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者

を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
の
支

給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
Ｃ
型

肝
炎
特
別
措
置
法
）」
に
基
づ
き
、

出
産
や
手
術
で
の
大
量
出
血
な
ど

の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投

与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
方
に
、

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
平
成

２５
年
１
月

２５
日
ま
で

に
国
を
相
手
と
し
た
訴
訟
の
提
起

な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
厚
生
労
働
省 

相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

薔
０
１
２
０
―
５
０
９
―
０
０
２

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除

く
午
前
９
時

３０
分
〜
午
後
６
時
）

試
験
日
時

１２
月
１
日（
土
）午
前
９
時
〜

試
験
会
場

高
知
市
南
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
高
知
市
百
石
町
３
丁
目
１
―

３０
）

出
願
期
限
　

１０
月

１２
日（
金
）

募
集
案
内
配
布
方
法

高
知
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
郵
送
も

で
き
ま
す
の
で
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者

手
話
通
訳
者
養
成
課
程
修
了
者
ま

た
は
同
等
の
知
識
お
よ
び
技
術
を

有
す
る
方

受
験
料
　
５
０
０
０
円

　
　
高
知
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
５
９
２
２

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

・
終
戦
後
、外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

来
ら
れ
た
方
が
、上
陸
港
の
税
関

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

・
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証

券
な
ど
の
う
ち
、
日
本
に
返
還

さ
れ
た
も
の
。

　
返
還
の
申
し
出
は
、
本
人
だ
け

で
な
く
家
族
も
で
き
ま
す
。
心
当

た
り
の
あ
る
方
は
、
税
関
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
 

高
知
税
関
支
署

　
　
蕁
０
８
８
―
８
３
２
―
６
１
３
１

　
　
須
崎
出
張
所

　
　
蕁
０
８
８
９
―
４
２
―
０
３
３
３

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
、

建
物
や
会
社
の
登
記
手
続
、
相
続

や
遺
言
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
始

め
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す

る
相
談
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る

相
談
、
契
約
や
遺
言
な
ど
の
公
正

証
書
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、

一
日
無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
予
約
な
ど
は
不
要
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
９
月

２３
日（
日
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十

支
局
（
四
万
十
市
右
山
五
月
町
３

―
１２
　
中
村
地
方
合
同
庁
舎
）

　
　
高
知
地
方
法
務
局 

四
万
十
支
局

蕁
３
４
―
１
６
０
０

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
の
人
権
問
題
解
消

に
向
け
、
左
記
の
と
お
り
電
話
相

談
の
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
土
・
日
曜
日
も
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は
時

間
を
延
長
し
、
午
後
７
時
ま
で
受

け
付
け
ま
す
。

実
施
期
間

９
月

１０
日（
月
）〜

１６
日（
日
）

時
間

午
前
８
時

３０
分
〜
午
後
７
時

（
土
日
は
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時
）

開
設
場
所

高
知
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

電
話
番
号

蕁
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１
１
０

 （
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
内
容

介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心
理
的

虐
待
あ
る
い
は
家
族
な
ど
に
よ
る

経
済
的
虐
待
、
就
業
差
別
、
暮
ら

し
の
悩
み
ご
と
な
ど
高
齢
者
・
障

が
い
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

そ
の
他

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

　
　
高
知
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

　
高
知
県
司
法
書
士
会
と
公
益
社

団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
高
知
で
は
、
成

年
後
見
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や

知
的
障
が
い
・
精
神
障
が
い
な
ど

に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々

が
、
財
産
侵
害
を
受
け
た
り
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
が
損
な
わ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
法

律
面
や
生
活
面
で
保
護
・
支
援
す

る
身
近
な
し
く
み
で
す
。

　
こ
の
相
談
会
で
は
、
ご
本
人
は

も
ち
ろ
ん
、
ご
親
族
や
養
護
者
の

方
々
の
不
安
や
ご
相
談
に
お
応
え

し
ま
す
。

日
時
　
９
月

３０
日（
日
）午
前

１０
時

〜
午
後
３
時

場
所
　
高
知
県
司
法
書
士
会
会
館

３
階
（
高
知
市
越
前
町
２
丁
目
６

―
２５
）

相
談
料
　
無
料

電
話
に
よ
る
相
談（
当
日
の
み
） 

蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
３
０
１
０

面
談
に
よ
る
相
談（
要
事
前
予
約
）

左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
県
司
法
書
士
会

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
３
１
４
３

まちの掲示板まちの掲示板

お
し
ら
せ

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給

付
金
の
請
求
期
限
に
つ
い
て

相
　

談

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
が
い
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」
強
化
週
間

司
法
書
士
「
高
齢
者
・
障
が
い
者

の
た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
」

引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還
し
ま
す

手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試
験

問

問

問問

問

問

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん
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「
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
将
来

が
不
安
」「
障
が
い
を
持
っ
て
い

る
子
ど
も
の
将
来
が
心
配
」「
親

の
た
め
に
使
お
う
と
思
う
け
ど
、

親
名
義
の
預
貯
金
が
お
ろ
せ
な
い
」

こ
ん
な
心
配
事
の
た
め
の
遺
言
、

相
続
、そ
の
他
の
暮
ら
し
に
係
わ
る

個
別
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　

１０
月
６
日（
土
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
２
時

場
所
　
四
万
十
市
中
央
公
民
館
１

階
大
会
議
室
（
四
万
十
市
右
山
五

月
町
８
―

２２
）

主
催
　
高
知
県
行
政
書
士
会
、
一

般
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
高
知
県
支
部

　
　
高
知
県
行
政
書
士
会 

幡
多
支
部

蕁
３
１
―
０
０
７
７

　
毎
年

１０
月
１
日
は
「
法
の
日
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日

を
記
念
し
、
高
知
県
司
法
書
士
会

で
は
、
無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。
不
動
産
の
相
続
や
売
買
な
ど

登
記
に
関
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、

借
金
、
成
年
後
見
、
そ
の
他
訴
訟

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

日
時
　

１０
月
２
日（
火
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
　
四
万
十
市
役
所
　
１
階

　
　
　
相
談
室
１
・
２

相
談
料
　
無
料

予
約
　
不
要

相
談
例

・
相
続
が
開
始
し
た
が
、
土
地
や

家
屋
の
名
義
を
ま
だ
書
き
換
え

て
い
な
い
。

・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
や
消

費
者
金
融
か
ら
し
つ
こ
く
借
金

返
済
の
催
促
を
受
け
て
い
る
。

・
知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の

将
来
が
心
配
。

・
ア
パ
ー
ト
を
退
去
す
る
際
、多
額

の
原
状
回
復
費
を
請
求
さ
れ
た
。

※
各
司
法
書
士
事
務
所
に
お
い
て

も
１０
月
１
日
〜
５
日
ま
で
の
期

間
は
、
司
法
書
士
業
務
全
般
の

相
談
に
つ
い
て
、
無
料
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
事

務
所
に
ご
予
約
の
う
え
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
県
司
法
書
士
会

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
５
―
３
１
３
１

　
１０
月
１
日
〜
７
日
は
「
公
証
週

間
」
で
す
。「
公
証
制
度
」
と
は
、

皆
さ
ん
が
不
動
産
の
売
買
・
金
銭

の
貸
し
借
り
な
ど
の
重
要
な
契
約

を
交
わ
し
た
り
、
遺
言
を
さ
れ
た

り
す
る
際
、
法
務
大
臣
の
任
命
す

る
「
公
証
人
」
に
依
頼
し
て
、
法

的
に
特
別
の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ

て
い
る
文
書
（
公
正
証
書
）
を
作

成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
後
日
の
ト

ラ
ブ
ル
防
止
と
、
取
引
や
財
産
の

安
全
の
確
保
を
図
る
制
度
で
す
。

　
公
証
週
間
中
は
、
土
日
も
無
料

相
談
を
行
い
ま
す
。

【
無
料
公
証
相
談
】

①
高
知
会
場

日
時
　

１０
月
６
日（
土
）・
７
日（
日
）、

午
前

１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
高
知
合
同
公
証
役
場
（
高

知
市
本
町
１
丁
目
１
―
３
）

※
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
８
６
０
１

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
４
―
８
４
２
７

　
　
蕁
０
８
８
―
８
７
２
―
４
７
６
４

②
四
万
十
会
場

日
時
　

１０
月

１３
日（
土
）・

１４
日（
日
）、

午
前

１０
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
中
村
公
証
役
場
（
四
万
十

市
大
橋
通
６
丁
目
３
―
７
　
第
一

と
ら
や
ビ
ル
４
階
）

※
事
前
予
約
制
。
電
話
相
談
は
で

き
ま
せ
ん
。

　
　
蕁
３
４
―
１
７
２
８

　
　
高
知
合
同
公
証
役
場

　
　
蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
８
６
０
１

　
介
護
の
仕
事
と
は
？
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
自
分
に
で
き
る
の
？
と

思
っ
て
い
る
方
、
専
門
講
師
の
お

話
を
聞
い
て
職
場
見
学
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
　
お
申
し
込
み
は
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時
　

１０
月
６
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時

３０
分

内
容
　
午
後
１
時
〜 

介
護
職
業
講

座
、
午
後
２
時

３０
分
〜 

施
設
見
学

集
合
場
所
　
四
万
十
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
（
四
万
十
市
右
山

五
月
町
８
―
３
）

対
象
者
　

３９
歳
ま
で
の
若
年
求
職

者
お
よ
び
学
生
（
高
校
生
以
上
）

参
加
費
　
無
料

募
集
人
数
　
就
職
希
望
者
１
５
人

服
装
　
施
設
や
入
所
者
に
失
礼
の

な
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
　
筆
記
用
具
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち
・
幡

多
サ
テ
ラ
イ
ト

　
　
運
営
日
／
月
・
水
・
金
・
土

　
　
時
間
／
午
前

１１
時
〜
午
後
７
時

　
　
蕁
３
４
―
６
８
６
０

　
　
　http://w

w
w

.jobcafe-kochi.jp

まちの掲示板まちの掲示板

行
政
書
士
会
「
成
年
後
見
制

度
無
料
相
談
会
」

問

問

問

問

司
法
書
士
「
無
料
法
律
相
談
会
」

ご
存
じ
で
す
か 

公
証
制
度

HP 募
　

集

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
こ
う
ち

体
験
型
無
料
セ
ミ
ナ
ー

介
護
施
設
の
職
場
見
学
会

・・・ 防衛省 平成24年度各種学生等 募集案内・・・
募　集　種　目 受付期間 1次試験期日 受験資格試験会場

防衛大学校学生

前期 9月3日（月）～10月1日（月） 11月10日（土）・11日（日）

平成25年4月1日現在、
高卒21歳未満

高知市

後期
平成25年1月23日（水）
～2月1日（金）

平成25年3月2日（土） 高知市

防衛医科大学校学生 9月3日（月）～10月1日（月） 10月27日（土）・28日（日） 高知市

看護学生（看護師養成） 9月3日（月）～10月1日（月） 10月20日（土）
平成25年4月1日現在、
高卒24歳未満

高知市

○お問い合わせ　自衛隊 四万十地域事務所　　蕁35－3096 
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まちの掲示板まちの掲示板
（
８
月
７
〜

１０
日
／
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
高
知
県
大
会
で
優
勝
し
、
県
代
表
と

し
て
出
場
し
た
中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
み
ご
と

高
知
県
初
の
全
国
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
に
は
、黒
潮
町
内
の

子
ど
も
た
ち
も
所
属
し
て
い
ま
す
。
選

手
ら
は
、
監
督
・
コ
ー
チ
の
指
導
の
も

と
、
毎
日
３
時
間
以
上
も
の
厳
し
い
練

習
に
耐
え
て
、
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
８
月

１５
日
に
役
場
で
行
わ
れ
た
優

勝
報
告
会
に
は
、
選
手
、
監
督
、
保
護

者
が
出
席
。
選
手
ら
は
、「
全
国
優
勝

で
き
た
の
は
家
族
の
お
か
げ
」「
次
の

大
会
に
向
け
て
が
ん
ば
り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

（
７
月

２８
・

２９
日
／
愛
媛
県
西
条
市
）

　
四
国
４
県
の
各
県
大
会
で
２
〜
４
位

に
な
っ
た

１２
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
３
組

に
分
か
れ
て
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

　
佐
賀
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
１
勝
２
敗
と
健
闘
し
、

四
国
大
会
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

 （
７
月

１６
日
／
春
野
陸
上
競
技
場
）

　
５
・
６
年
生
の
部
で
優
勝
す
れ
ば
、

全
国
大
会
出
場
で
き
る
こ
の
大
会
に
、

黒
潮
町
か
ら
は
大
方
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

２４
人
が

参
加
し
、
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。
　

▼
２
年
男
子
５０
ｍ
　

２
位 

秋
田
健
生（
入
野
小
）     

８
秒

９９

▼
５
・
６
年
男
子
走
高
跳

４
位 

中
澤
龍
世（
入
野
小
）
１
ｍ

２０
㎝

▼
５
・
６
年
男
子
ボ
ー
ル
投
げ
　

７
位 

宮
川
竜
一（
入
野
小
）

４１
ｍ

３９
㎝

▼
５
・
６
年
女
子
１
０
０
ｍ

８
位 

酒
井
優
衣
奈（
入
野
小
）

１７
秒

４４

▼
５
・
６
年
女
子
走
高
跳
　

８
位 

小
橋
み
な
み（
入
野
小
）１
ｍ

１０
㎝

▼
５
・
６
年
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

６
位 

川
田
優
太（
田
の
口
小
）・
宮
川
竜
一・

中
澤
龍
世
・
北
川
文
太（
南
郷
小
）６０
秒

１９

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

中
村
Ｊ
Ｖ
Ｃ
　
全
国
大
会
優
勝
！

第
３２
回
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

小
学
生
大
会 
全
国
大
会

日
清
食
品
カ
ッ
プ
・
第
２８
回
全
国

小
学
生
陸
上
競
技
交
流
大
会

高
知
県
選
考
会

佐
賀
Ｊ
Ｖ
Ｃ 

第
２７
回
四
国
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
小
学
生
大
会
　
３
位
！

（左から）入野小6年の秋田
まおさんと浜田桃果さん。

９秒を切るすばらしい記録を
出した秋田健生くん。

大谷清水コーチらとともに、笑顔で喜び合
う佐賀ＪＶＣの選手たち。

県内初の全国優勝を果たした中村JVCの選手たち
と野中道八監督。

イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報イベント・講座・サークル情報
■ 写真展「マダガスカルの動植物と暮らし」
　朝日新聞四万十支局長の菊池均さんは、蝶の研究家と
しても活躍しています。菊池さんがマダガスカル共和国
で撮影した貴重な動植物の写真をご覧ください。
日　時：9／5（水）～29日（土）10：00～15：00
　　　　（日・月・火曜日休館）
場　所：ワークギャラリー芸農人（サンシャインami内）
入場料：無料
　　NPO芸農人事務局（担当・矢野）
　　　090－4971－7339　蕁43－0503
　　　polepole@iwk.ne.jp

問

ス
ポ
ー
ツ
の
情
報
や
写
真
を
募
集
！

　
「
く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
」
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
チ

ー
ム
や
個
人
が
県
・
四
国
・
全
国

の
大
会
で
上
位
入
賞
し
た
な
ど
の

情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
大
会
名
・
開
催
日
・
場
所
・
大

会
の
様
子
な
ど
を
左
記
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
ス
ポ
ー
ツ
の
様
子

や
受
賞
の
喜
び
を
伝
え
る
写
真
も

大
歓
迎
で
す
！

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係

　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

　
　som

u@
tow

n.kuroshio.lg.jp
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（
●
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
図
書
館

あたらしくはいった本のご紹介
●確証　　　　　　　　　　　　　　　　　今野　　敏／著
●ひなこまち　　　　　　　　　　　　　　畠中　　恵／著
●受いれる　　　　　　　　　　　　　　　加島　祥造／著
●かんたん！水耕栽培 土を使わないはじめての野菜づくり�
●星座がもっと見たくなる　　　　　　　　駒井仁南子／著
●高齢者のためのかんたんレクリエーション　三瓶あづさ／著
●お母さんのためのワクチン接種ガイド
●マゼコゼ大王のさがしもの�
●ずっとずっといっしょだよ　　　　　　　宮西　達也／著
●へちまのへーたろー　　　　　　　　　　二宮由紀子／著

佐
賀
図
書
館

9月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 3 1
笆 3 4 5 6 7 8

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 1 2 3 4 5 6
笵 笨 9 10 11 12 13

笶 10 11 12 13 14 15
筅 筵 18 19 20 21 筱
筬 24 25 26 27 箍 29
箚 27 28 29 30 箋 30

9月
日 月 火 水 木 金 土
笊 2 3 1 2 3 1
2 笳 4 5 6 7 8

10月
日 月 火 水 木 金 土
笊 笊 2 3 4 5 6
7 笨 笶 10 11 12 13

9 筐 11 12 13 14 15
16 筵 筥 19 20 21 筱
23 筮 25 26 27 箍 29
30 27 28 29 30 箋 30

○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

月

9

10

日
10～16
17～23
24～30

1～7
08～14
15～21

大 方 地 域 佐 賀 地 域
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道
平 野 住 設
河 野 電 機 設 備
野 村 企 画 設 備
道 倉 水 道

㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

電話番号
店　　名 住　　所

事務所自　宅 自　宅

大 方 設 備 セ ン タ ー

河 野 電 機 設 備

中村住設大方営業所

野 村 企 画 設 備

平 野 住 設

前 田 電 工

道 倉 水 道

43－1420

43－1022

43－0211

43－4665

44－1513

43－1149

43－2096

43－1483

43－2061

44－1117

43－1546

入野769

入野2878

出口372－2

田野浦1593

伊田2100

入野1574

浮鞭3558－8

吉 本 水 道

拳 ノ 川 住 設

谷 口 水 道

㈱ 土 居 建 設

㈲ 弘 瀬 建 設

山 本 建 設 ㈱

43－2024

55－7371

55－2316

55－2133

55－2121

55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

入野544－4

拳ノ川1781

佐賀2773

伊与喜43－5

佐賀1990

佐賀2988

◆
開
館
時
間

【
大
方
図
書
館
】

　
火
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
土
・
日

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

【
佐
賀
図
書
館
】

　
月
〜
金

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
※
午
後
１
時
〜
２
時
ま
で
閉
館

　
土

　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

◆
貸
出
冊
数
・
期
間

　
本

　
　
一
人
５
冊
・
２
週
間

　
雑
誌

　
　
一
人
３
冊
・
２
週
間

　
ビ
デ
オ
・
C
D
・
D
V
D

　
　
一
人
２
点
・
１
週
間

※
返
却
期
限
は
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
大
方
・
佐
賀
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
、各

図
書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
、で
き

る
だ
け
開
館
時
の
受
付
窓
口
へ

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
4
3
―
0
1
2
0（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

　
蕁
5
5
―
3
1
5
0（
直
通
）

　http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

絵本の読み聞かせに参加してみませんか
　図書館では、ボランティアの方の協力をいただき、
下記のとおり絵本の読み聞かせを行っています。
参加料は無料です。絵本や紙しばいなどをたくさ
ん用意してお待ちしています。お子さんと一緒に
ぜひお越しください。

大方図書館

日
　
時

毎月　第1・第2・第3日曜日
10：30頃～11：00頃
※絵本ルームで行っていま
　す。上記時間内は、読み
　聞かせ以外の出入りはご
　遠慮ください。

佐賀図書館

毎月　第1・第3金曜日
10：30頃～11：30頃
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く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

川村　実陽菜ちゃん
〈平成24年3月14日生まれ〉

お兄チャン・お姉チャンにも
まれて強くて優しい女の子
になってね。〈パパ・ママより〉

喜多　ひなたちゃん
〈平成24年1月25日生まれ〉

すくすく元気に育ってね。お姉
ちゃんと早く遊ぶのが楽しみ
です。〈お父さん・お母さんより〉

み ひ な

周治　健太くん
〈平成23年9月17日生まれ〉

健太の笑顔にみんな元気をもら
っています。元気いっぱいの男
の子に育ってね。〈お母さんより〉

けん た

松岡　葉日ちゃん
〈平成23年8月17日生まれ〉

お姉ちゃんと仲良く、元気
に育ってね。

〈ママより〉

闍橋　凌海くん
〈平成22年11月29日生まれ〉

病気に負けずに元気に大
きく育ってね。

〈母さんより〉

にはわ りふ がりょう

山本　芙羽里ちゃん
〈平成24年4月3日生まれ〉

思いやりのあるやさしい
女の子に育ってね。

〈お父さん・お母さんより〉

　
夏
の
疲
れ
が
出
や
す
い
時
期
で
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
、
体
調
を
崩
さ

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

★
お
で
か
け
広
場

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
４
日（
火
）シ
ャ
ボ
ン
玉
、
水
遊
び

・
１１
日（
火
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１８
日（
火
）ふ
れ
あ
い
遊
び

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
 

乳
児
室
前

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
５
日（
水
）シ
ャ
ボ
ン
玉
、
水
遊
び

・
１２
日（
水
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１９
日（
水
）ふ
れ
あ
い
遊
び

・
２６
日（
水
）誕
生
会

 
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
２
回
『
子
育
て
講
座
』

　
９
月

１４
日（
金
）午
前

１０
時
〜
正
午

　
子
育
て
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
刈
谷

リ
サ
さ
ん
に
よ
る
講
話
と
実
技
。

講
話「
乳
幼
児
の
心
と
身
体
の
発
達
」

実
技「
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
」

※
バ
ス
タ
オ
ル
か
小
さ
め
の
マ
ッ
ト
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※
個
別
相
談
も
で
き
ま
す
。

場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

9
月
の
予
定

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

はたフェス 2012in四万十　食べて！踊って！ 遊んで！ 学んで！ 餅ひらおう！

　昨年四万十市で2万人を集め、今年5月には黒潮町でも開催した「はたフェス」が
四万十市に帰ってきます！自然あふれる幡多6市町村の新しいお祭り。四万十市入田
河川敷に、幡多地域内外の「食」「楽」「学」が大集合！あらゆる世代・地域・分野が混
ざり合い、こどもからお年寄りまで、皆が遊び、楽しみ、そして学べるイベントとなって
います。恒例のもち投げも開催。皆さんぜひぜひお越しください。（入場無料）

■日時　9月15日（土）　10：00～20：00
■場所　四万十市入田河川敷（雨天時は四万十市安並運動公園）
■お問い合わせ　はたフェス実行委員会事務局　蕁35－6900　
　　　　　　　　ホームページ www.hatafes.com


